
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和7年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 1 科目 2 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

授業科目

リテラシーレベルのプログラムを構成する授業科目について

教養科目「データサイエンス基礎」の2単位を取得すること。
令和6年度以前の入学者は教養科目「教養特講（データサイエンス基礎）」の2単位を取得すること。

※「教養特講（データサイエンス基礎）」は正規科目である「データサイエンス基礎」の開講に先立ち令和6年度から開講されている科目であり、両科目
に内容の違いはない。令和7年度以降は「教養特講（データサイエンス基礎）」と「データサイエンス基礎」の両科目を、同一の開講日時・内容で開講し
ている。前者の科目の単位を修得した学生が後者の科目の単位を再度履修することを防ぐため、令和6年度以前に入学した学生は令和7年度以降も
「教養特講（データサイエンス基礎）」のみが履修可能であり、この科目の単位取得が当教育プログラムの修了要件となる。なお、教養特講は通常の
教養科目と変わりなく卒業要件の単位として扱われる。詳しくは「補足.教養特講について」を参照。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

データサイエンス基礎

授業科目

様式１

授業科目

データサイエンス基礎

授業科目

白鷗大学

数理・データサイエンス・AI教育プログラム

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘル
スケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

データサイエンス基礎

令和１０年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

データサイエンス基礎

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数理・
データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目授業科目

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

データサイエンス基礎

授業科目

授業に含まれている内容・要素

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

講義内容
・ビッグデ－タ、IoT、AI、生成AI、ロボット「データサイエンス基礎」（1回目）
・デ－タ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化「データサイエンス基礎」（1回目）
・第4次産業革命、Society 5.0、デ－タ駆動型社会「データサイエンス基礎」（1回目）
・複数技術を組み合わせたAIサ－ビス ・人間の知的活動とAIの関係性「データサイエンス基礎」（1回目）
・デ－タを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方「データサイエンス基礎」（15回目）

・AI等を活用した新しいビジネスモデル(シェアリングエコノミ－、商品のレコメンデ－ションなど)「データサイエンス基礎」（1回目、2回目）
・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、強化学習、転移学習、生成AIなど）「データサイエンス基礎」（7回目、15回目）

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど「データサイエンス基礎」（11回目、12回目）
・1次データ、2次データ、データのメタ化「データサイエンス基礎」（11回目、12回目）
・デ－タ作成（ビッグデ－タとアノテ－ション）「データサイエンス基礎」（1回目）
・デ－タのオ－プン化（オ－プンデ－タ）「データサイエンス基礎」（8回目、9回目）

・デ－タ・AI活用領域の広がり(生産、消費、文化活動など)「データサイエンス基礎」（2回目）
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マ－ケティング、サ－ビスなど「データサイエンス基礎」（2回目）
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など「データサイエンス基礎」（4回目、11回目、12回目）
・対話、コンテンツ生成、翻訳・要約・執筆支援、コ－ディング支援など生成AIの応用「データサイエンス基礎」（2回目、15回目）

・デ－タ解析：予測、グル－ピング、パタ－ン発見、最適化、モデル化とシミュレ－ション・デ－タ同化「データサイエンス基礎」（3回目、6回目、13回
目、14回目）

・データ可視化：複合グラフ、2軸グラフ、多次元の可視化、関係性の可視化、地図上の可視化、挙動・軌跡の可視化、リアルタイム可視化など「デー
タサイエンス基礎」（4回目、5回目）

・非構造化デ－タ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など 「データサイエンス基礎」（6回目、7回目）
・認識技術、ル－ルベ－ス、自動化技術 「データサイエンス基礎」（6回目、7回目）

・デ－タサイエンスのサイクル（課題抽出と定式化、デ－タの取得・管理・加工、 探索的デ－タ解析、デ－タ解析と推論、結果の共有・伝達、課題解決
に向けた提案）「データサイエンス基礎」（4回目、11回目、12回目）

・教育、芸術、流通、製造、金融、サ－ビス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデ－タ・AI利活用 事例紹介「データサイエンス基礎」（1回目、2回
目、8回目）

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

数理・AI・データサイエンス領域に関する基本的なリテラシーを身に付けるとともに、自身の専門領域においてデータサイエンティストなど
のスペシャリストに仕事を依頼することのできるような基礎的な能力を身に付けることを目標として、以下の3点を習得する。

① データサイエンスの基礎的な知識と技法を身に付ける。
② 基礎的な手法により、データの収集・加工・分析ができるようになる。
③ データを扱う際に留意すべき倫理やその他の事項を理解する。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・情報セキュリティの3要素（機密性、完全性、可用性） 「データサイエンス基礎」（9回目）
・匿名加工情報、暗号化と復号、ユ－ザ認証とパスワ－ド、アクセス制御、悪意ある情報搾取 「データサイエンス基礎」（9回目）
・情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介 「データサイエンス基礎」（9回目）
・サイバ－セキュリティ「データサイエンス基礎」（9回目）

・デ－タ解析ツ－ル（スプレッドシ－ト、BIツ－ル）「データサイエンス基礎」（1回目）
・デ－タの集計（和、平均）「データサイエンス基礎」（1回目）
・デ－タの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）「データサイエンス基礎」（3回目）
・デ－タの種類（量的変数、質的変数）「データサイエンス基礎」（3回目）
・代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）「データサイエンス基礎」（3回目）
・デ－タのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）、外れ値 「データサイエンス基礎」（3回目）
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）「データサイエンス基礎」（3回目）
・打ち切りや欠測脱落を含むデ－タ、層別の必要なデ－タ「データサイエンス基礎」（11回目）
・相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）「データサイエンス基礎」（14回目）

・デ－タ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒ－トマップ、箱ひげ図）「データサイエンス基礎」（4回目、5回目）
・優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）「データサイエンス基礎」（4回目）
・不適切なグラフ表現（チャ－トジャンク、不必要な視覚的要素）「データサイエンス基礎」（5回目）
・相手に的確かつ正確に情報を伝える技術や考え方（スライド作成，プレゼンテ－ションなど）「データサイエンス基礎」（12回目）

・デ－タの取得（機械判読可能なデ－タの作成・表記方法）「データサイエンス基礎」（2回目、8回目、9回目、11回目、12回目）
・表形式のデ－タ（csv）「データサイエンス基礎」（2回目、8回目、9回目）
・デ－タの集計（和、平均）「データサイエンス基礎」（11回目）
・デ－タの並び替え、ランキング「データサイエンス基礎」（11回目）
・デ－タ解析ツ－ル（スプレッドシ－ト、BIツ－ル）「データサイエンス基礎」（11回目）

・倫理的・法的・社会的課題（ELSI：Ethical, Legal and Social Issues）「データサイエンス基礎」（10回目）
・個人情報保護、EU一般デ－タ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト「データサイエンス基礎」（10回目）
・デ－タ倫理：デ－タのねつ造、改ざん、盗用、プライバシ－保護「データサイエンス基礎」（10回目）
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断） 「データサイエンス基礎」（10回目）
・デ－タバイアス、アルゴリズムバイアス「データサイエンス基礎」（10回目）
・デ－タ・AI活用における負の事例紹介「データサイエンス基礎」（10回目）
・生成AIの留意事項（ハルシネ－ションによる誤情報の生成、偽情報や有害コンテンツの生成・ 氾濫 など）「データサイエンス基礎」（10回目、15回

目）
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様式２

①プログラム開設年度 年度（和暦）

②大学等全体の男女別学生数 男性 2877 人 女性 2361 人 （ 合計 5238 人 ）

（令和６年５月１日時点）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

経営学部 1,942 400 1,600 96 83 96 6%

法学部 1,262 270 1,080 51 45 51 5%

教育学部 2,034 430 1,720 18 15 18 1%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 5,238 1,100 4,400 165 143 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 165 4%

令和5年度 令和4年度

白鷗大学

令和3年度

リテラシーレベルのプログラムの履修者数等の実績について

令和６

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和6年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和2年度 令和元年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 122 人 （非常勤） 125 人

② プログラムの授業を教えている教員数 2 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

白鷗大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

数理・データサイエンス・AI教育プログラム推進部会内規

　白鷗大学における数理・データサイエンス・AI教育を推進することを目的とする。
　本体制では、数理・データサイエンス・AIの基本的なリテラシー能力の育成を目指して、適切な
教育方法の策定、運営、及び環境の構築を目指す。また、基本的なリテラシー能力に加えて、
本学を構成する経営、法、教育の各分野における学生が個々に専門性を活かしつつ、数理・
データサイエンス・AIのスペシャリストと共に協働することのできる資質や思考を養成していく。
　これらの体制の実施に加えて、「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」への申
請及び更新に関する業務の遂行、「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム」
への参加による教育精度の向上も併せて実施していく。

部会長　古瀬　一隆（経営学部　教授）
部会員　佐藤　伸也（経営学部　准教授）
　　　　　 高島　幸成（経営学部　講師）

白鷗大学情報処理教育研究センター運営委員会　数理・データサイエンス・AI教育プログラム推進部会

古瀬　一隆 教授、数理・データサイエンス・AI教育プログラム推進部会長

古瀬　一隆 教授、数理・データサイエンス・AI教育プログラム推進部会長

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和６年度実績 令和７年度予定 令和８年度予定 8%

令和９年度予定 令和１０年度予定 収容定員（名） 4,400

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

12%

　本学は本キャンパス、及び大行寺キャンパスの2地点にキャンパスを持ち、それぞれ経営学部
と法学部が本キャンパス、教育学部が大行寺キャンパスを拠点としている。この中で、現在は本
キャンパスのみで「データサイエンス基礎」を開講している。両キャンパスの移動所要時間は20
分程度であるため履修に関して特別大きな負担が生じないように開講時間を1限や3限等にす
るなど、前後の時間に余裕が生じる時間帯で開講している。加えて、本キャンパスは小山駅前
に面しており、大行寺キャンパスへ通学する教育学部生も通学途上で受講しやすい点も追記し
ておく。
　また、教育学部生の履修者が増加した場合は開講時間を増やし、大行寺キャンパスで行うこ
とを計画しており、そのための人員、設備の調整を行っていく。

電子掲示板などを利用して、全学的にデータサイエンス科目の重要性を示して履修者を募って
いる。また、MDASH認定が得られた場合、令和8年度からは特に入学初年度生のガイダンスに
焦点を当て、各情報科目との関連性を示しながら、初年度学習として最適な点、高等教育学位
保持者にとって必須の知識である点などを示して、履修の必要性の説明を行い、多くの学生が
履修できるように図る。

4%

10%

6%

　本学では「データサイエンス基礎」を経営学部、法学部、教育学部の全学部の学生が履修可
能な科目として開講している。各学部生が履修を行いやすいように複数の講座を開講しており、
それぞれの開講曜日、時間をずらして、学生が履修しやすいように配慮をしている。
　令和6年度の実績では履修定員が埋まらなかった講座があったため、履修定員上限までの履
修者の増加を当面の目標とする。履修定員まで履修者が増えた場合、令和7年度から8年度に
向けて3％ずつ履修率が増加していくことになる。ただし、本学は文系学生を主体とするため、
データサイエンス領域に対する需要を加味すると2%ずつの増加が適正な増加量になると考えら
れる。
　MDASHの認定が得られた場合、令和8年度からは新入生ガイダンスにおいて、AI戦略2019以
降の数理・AI・データサイエンスの流れを説明し、「今後、他大学を含めて高等教育を受けた人
材にとって、データサイエンス科目を修得することが一般化する」ことを示し、学生に対して修得
を奨励していく。加えて、本来は本プログラム履修後に修得すべき、データサイエンス、AI、プロ
グラミング等の科目においても関連分野の基礎科目として開講している旨の周知を行っていく。
　あわせて、令和8年度までの3年間の実績から判断し、需要が高まるようであれば開講数の増
加を検討し、履修率の増加を目指していく。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

1.講義資料はWebにPDF形式で掲載することで学習教材として個々人が利用しやすいようにし
ている
2.講義内でデータ処理に使うツールについては、MicrosoftOffice、及びWebブラウザ上から無料
で使うことのできるものを選んでいる。また本学ではMicrosoft365アカウントを入学時に交付して
いるため、講義で取り扱う全てのデータ処理についてブラウザ上から実施できるため、復習を行
いやすい授業体制を構築している
3.下記⑫に示すように本学ではLMSを利用して学生の質問に対応している

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本学ではLMSとしてWebClassを導入しており、利用の有無にかかわらず開講科目で必ずクラス
を作成している。「データサイエンス基礎」においては、授業資料の掲載、課題の出題とフィード
バック、アンケートの実施や質問の送付などで利用している。
また、全学的にWebClassを利用する機会が多いため、本学学生はWebClassの利用に関して1
年生から経験しており、「データサイエンス基礎」において同システムの利用に関する問題が生
じる可能性は低い。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 白鷗大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 舩田 眞里子 （役職名） 教授、白鷗大学情報処理教育研究センター運営委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

　白鷗大学シラバスでは各科目の到達目標、及び評価についての配点を明示している。また、シラバスに従って授業
中には関連した課題、小テストを与え、適宜学生の理解状況を確認しながら授業を進めており、最終的な単位取得者
は87%であった。
　加えて、本プログラムのためのアンケート（第14回、15回に実施）において『データサイエンス基礎を受講してみて、シ
ラバスに記載の「 データサイエンスの基礎的な知識と技法を身に付ける」「基礎的な手法により、データの収集・加工・
分析ができるようになる」「 データを扱う際に留意すべき倫理やその他の事項を理解する」の3要素について、自分の考
える到達度を以下から選んでください。』との質問に対しては、「到達した」「大分到達した」の解答が66％であり、「どち
らともいえない」「少し到達していない」「到達していない」が34％になった。さらに、自由記述欄では到達していないと自
己判断している学生でも、データサイエンス分野に関する興味が大きく向上している旨の記述がみられるため、おおむ
ね学修成果が上がっていると考えられる。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

　本プログラムは令和６年度から開始しており、開設から1年であるため修得率は低い状況にある。
　現在、受講者の比率は経営学部、法学部、教育学部の順になっており、特に教育学部の受講者が少ない。この受講
者の偏りについては、経営学部が元来から情報系の科目を複数開講しており、学生が比較的情報系の科目に対して
慣れ親しんでいる一方、法学部、教育学部は情報系の科目に慣れていないことが要因として考えられる。加えて、現
在、プログラムを開設しているキャンパスが経営学部、法学部のある本キャンパスで行っていることも影響していると考
えられる。
　受講者の状況を鑑みて教育学部のキャンパスで開講を行うなど、全学的にプログラムの履修・修得者数の増加を目
指す。

白鷗大学情報処理教育研究センター運営委員会　数理・データサイエンス・AI教育プログラム点検・評価部会

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

　学生自身に理解度・到達状況について自己申告制のアンケートを実
施している（質問事項「データサイエンス基礎について、自身で感じる
理解度を0～100の数値で表してください」）。理解度に関しては分析・
改善を行いやすいように選択式ではなく数値による入力式にしている。
　令和6年度前期開講の「データサイエンス基礎」では2講座、合計受
講者数が104人おり、有効回答数97で右図の結果だった。また、後期
開講では合計受講者数が59人、有効回答数44で右図の結果だった。
学生自身の自己判断で判定するため、学生が謙遜し若干低めの点数
が出る傾向にある。例えば成績評価で90点以上の学生が45点と評価
している事例などがみられる。今後は全体として、理解度の数値を高く
自己評価できる学生を増やしていくように改善を行っていく。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

　後輩への推奨度に関して「データサイエンス基礎を受講したうえで、
未受講の友人や後輩などに勧めるとしたら推奨度はどのくらいだと考
えますか。0～100の数値で表してください。」という設問でアンケートを
実施している。令和6年前期は2講座、合計受講者数が105人おり、有
効回答数97で右図の結果だった。また、後期開講では合計受講者数
が59人、有効回答数41で右図の結果だった。
　点数全体として非常に高い数値ではないが、個々のコメントについて
は低い点数をつけた学生でも「将来の役に立つ内容であるため推奨す
る」旨の記載が多かった。全体的に文系大学であるため、Excel等のデ
ータ処理を苦手とする学生が多く、友人・後輩もその傾向にあるため勧
め辛いとする者が多かった。データ処理についての苦手意識に対処す
るために、Excel操作についての自己学習用動画などの補助教材を充
実させることでよりプログラムを受講しやすい環境を整えていく。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

　令和6年前期の本プログラム履修者は履修定員の88%の履修申し込み状況であった。これに対して、令和6年後期の
本プログラム履修者は開講科目定員の100%であり、開講科目に対する認識は進んでいるものと考えられる。一方、履
修者数の増加に関しては担当者の開講上限数に制約があるため、履修者数の上限に達した段階で開講数の増加を検
討する。
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

　授業担当者で学期中には週1度のペースで進捗状況と学生の状況についての情報交換を行っている。また、大学全
体で行っている授業に対する満足度調査とは別に「データサイエンス基礎」科目の修得状況を測る独自のアンケートを
行って、学期ごとに担当者で検証を行っている。
　内容としてはベースとなるテキストやトピックを中心としながら、関連する時事の話題を盛り込むことに注意を払ってい
る。また、文系学生であるため、数式モデル等の理論説明だけで理解することが難しいため、アプリケーションを用いた
体験を盛り込むことに注力して理解・興味の向上を図っている。
　これらの取り組みの中で、「生成AIを有効に機能させるプロンプトのコツ」「Excel操作の自己学習用の動画教材化」な
どの改善案があり、新たに組み入れることを検討している状況にある。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

　本プログラムは令和6年度から開始している。受講者の中には4年生も含まれているため、令和7年度の時点で本プロ
グラム修了者から就職・卒業をした学生は少数だが存在している。しかしながら、本プログラム受講中あるいは受講前
に就職活動を終了している学生が大半であるため本プログラムの影響を測ることは難しい。また、卒業生についても入
社直後の状況であり、本プログラム終了者の企業等での活躍状況についても現状では把握できない状態にある。
　令和8年度卒業生からは本プログラムの影響を測ることが可能であるため、進路関連部署と連携しながら、就職先等
の状況について継続的に調査を行っていく予定である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

　上述の通り、令和6年度から開始したプログラムであるため、産業界からの教育プログラム内容に関する意見を募れ
ていない状態にある。今後、上述の企業等の評価を収集する過程において企業からの要望や提案を収集し、教育プロ
グラムへのフィードバックを行っていく。また、特に本学所在地の小山市に根差す企業との連携を進めていく。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

　講義内では生成AIでできることや生じる問題点、データサイエンスを用いた企業での実用例など、数理・AI・データサ
イエンスに関連する最新の話題や事例の紹介などを通して常に関心を維持するように工夫している。また、本プログラ
ム履修者は文系学生であるため、機械学習やテキストマイニングなどの手法や知識の説明のみでは内容を得心しが
たい部分がある。そのため、Web上から簡単な操作で画像を認識する機械学習を体験できるツールや、テキストマイニ
ングのツールを用いて体験に伴う理解の促進に努めている。
　加えて、Excelを用いたデータ分析等に関しては技法を学ぶとともに、分類や回帰をExcelを利用して実施・体験できる
教材の利用や、グループワークによる問題解決プロセスを課題にすることで、実践によるデータ分析の技術と意義を体
得できるように授業構成を工夫している。
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シラバス参照

開講年度
Academic year 2024年度

講義コード
Course title (Japanese) 02A041101

講義名
Course title(Japanese) 教養特講（データサイエンス基礎）

英文講義名
Course title (English) Fundamentals of Data Science

(副題)
Course subtitle

開講責任部署
Faculty

講義開講時期
Semester(s) 前期 講義区分

Type 演習

単位数
Credit hour(s) 2 時間

Total hours 0.00

代表曜日
Day 月曜日 時限

Period ４時限

校地
Campus 本キャンパス(駅東通り)

所属名称 ナンバリングコード

白鷗大学 C2-INF101LJ

担当教員
Lecturer(s)

職種（専任教員・非常勤教員）
Position（Full-time/Part-time)

担当教員名
Lecturer(s)

実務経験の有無
Work experience

所属学部
Department

専任教員 ◎ 佐藤　伸也   経営学科

授業の内容（主題）
Course description

　データサイエンスの基礎的な知識と技法を学ぶ。
　データサイエンスとは、データを収集・加工・分析し、そこから有用な情報を抽出
することによって、問題解決や意思決定を行う科学である。この講義では、データサ
イエンスの基礎的な事項であるデータの操作や可視化、分類や回帰などの数理と基礎
技法、データの取り扱いと倫理などを解説する。

到達目標
Course objectives

・ データサイエンスの基礎的な知識と技法を身に付ける。
・ 基礎的な手法により、データの収集・加工・分析ができるようになる。
・ データを扱う際に留意すべき倫理やその他の事項を理解する。

ディプロマポリシーとの関連
Accordance with diploma policy

◎：非常に強く関連する
○：強く関連する
△：関連する
空欄：該当しない

　

①二十一世紀の社会の発展と地域の産業、経済、文化等の活性化に貢献できる能力

②激変する国際社会の中にあって、十分な異文化理解のもとに、長期的で広い視野に立って将来を展望し、行動できる能力

 CampusPlan Web Service
Help
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③本格的な高度情報社会において、最新の情報を的確に入手し、それを有効に活用したうえで効果的に情報を発信できる能力 ◎

④自らの判断、努力と責任に基づいて、社会に積極的に貢献できる豊かな教養と柔軟な思考力

授業計画表
Course plan

回
Class sessions

内容
Topics

予習・復習
Expected work outside of class

第1回
イントロダクション
複雑・高度化する社会課題に対するデータサイエンスとAI
Excelの基本的な操作法（１）　表とグラフの作成

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第2回 データサイエンスの応用事例
Excelの基本的な操作方法（２）　平均・標準偏差の算出

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第3回 機械学習の基本と精度評価
Excelの基本的な操作法（３）　基本統計量

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第4回 データの可視化の役割と方法（１）　データ・情報・知識・知恵の違
いと可視化による意義

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第5回 データの可視化の役割と方法（２）　代表的な可視化手法と可視化に
よる問題点

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第6回 テキストマイニングの意味と活用事例、及び実践 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第7回 人工知能とディープラーニングの特長と活用事例、及び実践 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第8回 オープンデータ（１）　オープンデータと著作権、ライセンス 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第9回 オープンデータ（２）　オープンデータの成り立ちと利用 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第10回 データと倫理 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第11回 データ収集の基礎と演習（１） 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第12回 データ収集の基礎と演習（２） 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第13回 分類 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第14回 回帰 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第15回 まとめとこれからのデータサイエンスの活用 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

授業計画コメント
Course outline

授業計画の概要は上記の表の通りであるが、順番の入れ替え等の調整が担当教員によ
って行われることがある。詳細については第1回の講義の際に担当の教員から説明が
ある。

授業の進め方
Session plan 講義と実習を適宜組み合わせて実施する。

アクティブラーニング
Active learning 授業内で適宜、教室のPCを用いて実習形式で取り組む課題を出題する。

授業時間外の学修（予習・復習等）
Preparation and review outside classroom hours

適宜講義資料を配布するので、その資料や参考書を利用して各回の復習を行うこと。
授業の進行度合いによっては課題を課す場合があるので、締め切りまでに指示された
方法で提出すること。

教科書等
Textbooks and materials

タイトル
Title

著者名
Author(s)

出版社
Publisher

出版年
Year of
Publication

価格
Price ISBN

11



１

データサイエ
ンスリテラシ
ー　応用事例
と演習から学
ぶ「誰も」が
身に付けたい
力

髙橋弘毅、他 実教出版 2022年 2300円
ISBN978-4-
407-35257-
3

２

３

４

５

（必ず購入すべきもの）
Materials required for sessions 上記の教科書を購入すること。

参考図書
Reference book(s) 吉岡剛志、他『AIデータサイエンスリテラシー入門』技術評論社

成績評価方法および評価基準
Evaluation criteria

定期試験
Tests

授業内小試験
In-class quizzes

レポート・課題
Reports/Assignments

受講態度
Class Attitude

評価比率％
Evaluation ratio 40% 40% 20%

成績評価の方法に関する注意点
Assessment criteria

出席回数が３分の２以上であることを条件に、上記の「評価比率」に基づいて評価す
る（１００点満点で６０点以上を合格）。したがって、「欠席回数が５回以内」であ
っても、単位を落とす可能性もあるのでしっかり取り組むこと。

科目のレベル、前提科目など
Level / Prerequisites 前提科目： なし

ウインドウを閉じる

12
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シラバス参照

開講年度
Academic year 2024年度

講義コード
Course title (Japanese) 02A041102

講義名
Course title(Japanese) 教養特講（データサイエンス基礎）

英文講義名
Course title (English) Fundamentals of Data Science

(副題)
Course subtitle

開講責任部署
Faculty

講義開講時期
Semester(s) 前期 講義区分

Type 演習

単位数
Credit hour(s) 2 時間

Total hours 0.00

代表曜日
Day 水曜日 時限

Period １時限

校地
Campus 本キャンパス(駅東通り)

所属名称 ナンバリングコード

担当教員
Lecturer(s)

職種（専任教員・非常勤教員）
Position（Full-time/Part-time)

担当教員名
Lecturer(s)

実務経験の有無
Work experience

所属学部
Department

専任教員 ◎ 高島　幸成   経営学科

授業の内容（主題）
Course description

　データサイエンスの基礎的な知識と技法を学ぶ。
　データサイエンスとは、データを収集・加工・分析し、そこから有用な情報を抽出
することによって、問題解決や意思決定を行う科学である。この講義では、データサ
イエンスの基礎的な事項であるデータの操作や可視化、分類や回帰などの数理と基礎
技法、データの取り扱いと倫理などを解説する。

到達目標
Course objectives

・ データサイエンスの基礎的な知識と技法を身に付ける。
・ 基礎的な手法により、データの収集・加工・分析ができるようになる。
・ データを扱う際に留意すべき倫理やその他の事項を理解する。

ディプロマポリシーとの関連
Accordance with diploma policy

◎：非常に強く関連する
○：強く関連する
△：関連する
空欄：該当しない

　

①二十一世紀の社会の発展と地域の産業、経済、文化等の活性化に貢献できる能力

②激変する国際社会の中にあって、十分な異文化理解のもとに、長期的で広い視野に立って将来を展望し、行動できる能力

③本格的な高度情報社会において、最新の情報を的確に入手し、それを有効に活用したうえで効果的に情報を発信できる能力 ◎

 CampusPlan Web Service
Help
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④自らの判断、努力と責任に基づいて、社会に積極的に貢献できる豊かな教養と柔軟な思考力

授業計画表
Course plan

回
Class sessions

内容
Topics

予習・復習
Expected work outside of class

第1回
イントロダクション
複雑・高度化する社会課題に対するデータサイエンスとAI
Excelの基本的な操作法（１）

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第2回 データサイエンスの応用事例
Excelの基本的な操作方法（２）

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第3回 機械学習の基本と精度評価
Excelの基本な操作法（３）

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第4回 データの可視化の役割と方法（１）　データ・情報・知識・知恵の違
いと可視化による意義

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第5回 データの可視化の役割と方法（２）　代表的な可視化手法と可視化に
よる問題点

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第6回 テキストマイニングの意味と活用事例、及び実践 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第7回 人工知能とディープラーニングの特長と活用事例、及び実践 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第8回 オープンデータ（１）　オープンデータと著作権、ライセンス 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第9回 オープンデータ（２）　オープンデータの成り立ちと利用 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第10回 データと倫理 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第11回 データ収集の基礎と演習（１） 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第12回 データ収集の基礎と演習（２） 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第13回 分類 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第14回 回帰 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

第15回 まとめとこれからのデータサイエンスの活用 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４
時間）

授業計画コメント
Course outline

授業計画の概要は上記の表の通りであるが、順番の入れ替え等の調整が担当教員によ
って行われることがある。詳細については第1回の講義の際に担当の教員から説明が
ある。

授業の進め方
Session plan 講義と実習を適宜組み合わせて実施する。

アクティブラーニング
Active learning 授業内で適宜、教室のPCを用いて実習形式で取り組む課題を出題する。

授業時間外の学修（予習・復習等）
Preparation and review outside classroom hours

適宜講義資料を配布するので、その資料や参考書を利用して各回の復習を行うこと。
授業の進行度合いによっては課題を課す場合があるので、締め切りまでに指示された
方法で提出すること。

教科書等
Textbooks and materials

タイトル
Title

著者名
Author(s)

出版社
Publisher

出版年
Year of
Publication

価格
Price ISBN

１ データサイエ
ンスリテラシ

髙橋弘毅、他 実教出版 2022年 2300円 ISBN978-4-
407-35257-14



ー　応用事例
と演習から学
ぶ「誰も」が
身に付けたい
力

3

２

３

４

５

（必ず購入すべきもの）
Materials required for sessions 上記の教科書を購入すること。

参考図書
Reference book(s) 吉岡剛志、他『AIデータサイエンスリテラシー入門』技術評論社

成績評価方法および評価基準
Evaluation criteria

定期試験
Tests

授業内小試験
In-class quizzes

レポート・課題
Reports/Assignments

受講態度
Class Attitude

評価比率％
Evaluation ratio 40% 40% 20%

成績評価の方法に関する注意点
Assessment criteria

出席回数が３分の２以上であることを条件に、上記の「評価比率」に基づいて評価す
る（１００点満点で６０点以上を合格）。したがって、「欠席回数が５回以内」であ
っても、単位を落とす可能性もあるのでしっかり取り組むこと。

科目のレベル、前提科目など
Level / Prerequisites 前提科目： なし

ウインドウを閉じる

15
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シラバス参照

開講年度
Academic year 2024年度

講義コード
Course title (Japanese) 02A041103

講義名
Course title(Japanese) 教養特講（データサイエンス基礎）

英文講義名
Course title (English) Fundamentals of Data Science

(副題)
Course subtitle

開講責任部署
Faculty

講義開講時期
Semester(s) 後期 講義区分

Type 演習

単位数
Credit hour(s) 2 時間

Total hours 0.00

代表曜日
Day 水曜日 時限

Period ３時限

校地
Campus 本キャンパス(駅東通り)

所属名称 ナンバリングコード

白鷗大学 C2-INF101LJ

担当教員
Lecturer(s)

職種（専任教員・非常勤教員）
Position（Full-time/Part-time)

担当教員名
Lecturer(s)

実務経験の有無
Work experience

所属学部
Department

専任教員 ◎ 高島　幸成   経営学科

授業の内容（主題）
Course description

　データサイエンスの基礎的な知識と技法を学ぶ。
　データサイエンスとは、データを収集・加工・分析し、そこから有用な情報を抽出
することによって、問題解決や意思決定を行う科学である。この講義では、データサ
イエンスの基礎的な事項であるデータの操作や可視化、分類や回帰などの数理と基礎
技法、データの取り扱いと倫理などを解説する。

到達目標
Course objectives

・ データサイエンスの基礎的な知識と技法を身に付ける。
・ 基礎的な手法により、データの収集・加工・分析ができるようになる。
・ データを扱う際に留意すべき倫理やその他の事項を理解する。

ディプロマポリシーとの関連
Accordance with diploma policy

◎：非常に強く関連する
○：強く関連する
△：関連する
空欄：該当しない

　

①二十一世紀の社会の発展と地域の産業、経済、文化等の活性化に貢献できる能力

②激変する国際社会の中にあって、十分な異文化理解のもとに、長期的で広い視野に立って将来を展望し、行動できる能力

 CampusPlan Web Service
Help
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③本格的な高度情報社会において、最新の情報を的確に入手し、それを有効に活用したうえで効果的に情報を発信できる能力 ◎

④自らの判断、努力と責任に基づいて、社会に積極的に貢献できる豊かな教養と柔軟な思考力

授業計画表
Course plan

回
Class sessions

内容
Topics

予習・復習
Expected work outside of class

第1回

イントロダクション
複雑・高度化する社会課題に対するデータサイエンスとAI
　－数理・AI・データサイエンスが必要とされる社会の変化と技
術の進歩
　－データ駆動型社会とデータドリブン
Excelを用いたデータの取り扱い（１）

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第2回
デ－タサイエンスの応用事例
　－デ－タの種類と利用法
　－デ－タサイエンス・AIの活用領域と現場
Excelを用いたデ－タの取り扱い（２）

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第3回

機械学習の基本と精度評価
　－教師あり学習、教師なし学習と強化学習
　－パタ－ン発見によるモデル化と予測
　－クラス分類モデルの評価
Excelの基本な操作法（３）

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第4回
デ－タの可視化の役割と方法（１）　
　－デ－タ・情報・知識・知恵の違いと可視化による意義
　－デ－タの種類と分布
　－代表的な可視化手法

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第5回
デ－タの可視化の役割と方法（２）　
　－代表的な可視化手法
　－デ－タの性質を分ける尺度
　－不適切な可視化表現

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第6回 テキストマイニングの意味と活用事例、及び実践
　－機械学習による言語処理

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第7回

人工知能とディ－プラ－ニングの特長と活用事例、及び実践
　－人工ニュ－ロン、ニュ－ラルネットワ－ク、ディ－プラ－ニ
ング
　－ディ－プラ－ニングと従来型の機械学習の違い
　－生成AIの特徴と注意点

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第8回
オ－プンデ－タ（１）　
　－オ－プンデ－タの潮流と背景
　－著作権とライセンス

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第9回

オ－プンデ－タ（２）　
　－オ－プンデ－タの成り立ちと利用
　－オ－プンガバメント、オ－プンサイエンス、集合知
情報の取り扱いとセキュリティ
　－情報セキュリティの気密性、完全性、可用性
　－情報セキュリティとセキュリティ事故の事例紹介

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第10回
デ－タ・AIと倫理、法、社会的な課題
　－ELSIとGDPR
　－デ－タを扱う上での倫理
　－デ－タを扱う上でのバイアス

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第11回
デ－タ収集の基礎と演習（１）
　－デ－タサイエンスサイクルと課題の抽出
　－デ－タの取得とデ－タクリ－ニング

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第12回 デ－タ収集の基礎と演習（２）
　－課題解決に向けた提案

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第13回
分類
　－デ－タに基づくモデル構築
　－グル－ピングとパタ－ンの発見
　－ｋ近傍法による予測

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

第14回 回帰
　－デ－タに基づくモデル構築

授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）
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　－相関と回帰
　－回帰モデルによる予測

第15回 まとめとこれからのデータサイエンスの活用 授業内容の確認と整理、演習（予習・復習４時
間）

授業計画コメント
Course outline

授業計画の概要は上記の表の通りであるが、順番の入れ替え等の調整が担当教員によ
って行われることがある。詳細については第1回の講義の際に担当の教員から説明が
ある。

授業の進め方
Session plan 講義と実習を適宜組み合わせて実施する。

アクティブラーニング
Active learning 授業内で適宜、教室のPCを用いて実習形式で取り組む課題を出題する。

授業時間外の学修（予習・復習等）
Preparation and review outside classroom hours

適宜講義資料を配布するので、その資料や参考書を利用して各回の復習を行うこと。
授業の進行度合いによっては課題を課す場合があるので、締め切りまでに指示された
方法で提出すること。

教科書等
Textbooks and materials

タイトル
Title

著者名
Author(s)

出版社
Publisher

出版年
Year of
Publication

価格
Price ISBN

１

データサイエ
ンスリテラシ
ー　応用事例
と演習から学
ぶ「誰も」が
身に付けたい
力

髙橋弘毅、他 実教出版 2022年 2300円
ISBN978-4-
407-35257-
3

２

３

４

５

（必ず購入すべきもの）
Materials required for sessions 上記の教科書を購入すること。

参考図書
Reference book(s) 吉岡剛志、他『AIデータサイエンスリテラシー入門』技術評論社

成績評価方法および評価基準
Evaluation criteria

定期試験
Tests

授業内小試験
In-class quizzes

レポート・課題
Reports/Assignments

受講態度
Class Attitude

評価比率％
Evaluation ratio 40% 40% 20%

成績評価の方法に関する注意点
Assessment criteria

出席回数が３分の２以上であることを条件に、上記の「評価比率」に基づいて評価す
る（１００点満点で６０点以上を合格）。したがって、「欠席回数が５回以内」であ
っても、単位を落とす可能性もあるのでしっかり取り組むこと。

科目のレベル、前提科目など
Level / Prerequisites 前提科目： なし

ウインドウを閉じる
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経 法 児童 スポ 英語 心理

1 教養特講(現代日本の政治と外交) 川上　高志 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期/後期 経 法 児童 スポ 英語 心理
2024より経営特任（2023まで法客員）

前期or後期、本Cのみ開講。
2023/10/18 2023/11/1 経営

2 教養特講（ソーシャルデザイン論） 小笠原　伸 継続 1 全 ○ 経営 講義 2 後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 2023/10/18 2023/11/1 経営

3 専門特講（メディア文章講座） 川上　高志 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期/後期 経
2024より経営特任（2023まで法客員）

「新聞論」から名称変更　既履修者は履修不可。
2023/10/18 2023/11/1 経営

4 専門特講（景気循環入門） 嶋中　雄二 継続 2 2023 × 経営 講義 2 前期/後期 経 2023/10/18 2023/11/1 経営

5 専門特講（Cross-Cultural Understanding） 磯　ステファニー侑子 継続 1 全 ○ 経営 講義 2 前期 経 2023/10/18 2023/11/1 経営

6 専門特講（中国経済） 范　力 継続 1 全 × 経営 講義 2 後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

7 専門特講（産業集積論） 髙木　孝紀 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期 経 2023/10/18 2023/11/1 経営

8 専門特講（現代社会と新しい組織） 髙木　孝紀 継続 1 全 × 経営 講義 2 後期 経 2023/10/18 2023/11/1 経営

9 専門特講（観光文化論） 簗田　香織 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期/後期 経 2023/10/18 2023/11/1 経営

10 専門特講（資本市場の役割と証券投資） 野村証券 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期 経 法 児童 スポ 英語 心理
<2023他学部等科目>「株投資と証券市場」から名称変更

既履修者は履修不可。
2023/10/18 2023/11/1 経営

11 専門特講（地域の経済と金融）
あしぎん総合研究

所
継続 1 全 × 経営 講義 2 前期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

12 専門特講（商業簿記3級セミナー） 星　法子 継続 1 全 × 経営 講義 2 後期 経 2023/10/18 2023/11/1 経営

13 専門特講（商業簿記2級セミナー） 青木　孝暢 継続 1 全 × 経営 講義 2 後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

14 専門特講（商業簿記3級セミナー） 藤浪　英也 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期 経 2023/10/18 2023/11/1 経営

15 専門特講（工業簿記2級セミナー） 山田　覚 継続 1 全 × 経営 講義 2 後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

16 専門特講（ゲーム理論Ⅰ） 八尾　政行 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期 経 2023責任コマ確認 2023/10/18 2023/11/1 経営

17 専門特講（ゲーム理論Ⅱ） 八尾　政行 継続 1 全 × 経営 講義 2 後期 経 2023責任コマ確認 2023/10/18 2023/11/1 経営

18 専門特講（国際連合と日本） 山崎　純 継続 1 全 × 経営 講義 2 後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

19 専門特講（情報ｷｬｯﾁﾎﾞｰﾙ技術） 下村　健一 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期/後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

20 専門特講（ITパスポート資格講座） 情報担当教員 継続 1 全 × 経営 演習 2 前期/後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

21 専門特講（MOS検定対策講座） 情報担当教員 継続 1 全 × 経営 演習 2 前期/後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

22 専門特講（情報処理資格講座） 情報担当教員 継続 1 全 × 経営 演習 2 前期/後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

23 専門特講（スポーツ組織論） 岩渕　健輔 継続 1 全 × 経営 講義 2 前期/後期 経 法 児童 スポ 英語 心理 <2023他学部等科目> 2023/10/18 2023/11/1 経営

24 教養特講（生活のためのお金の知識講座）
イオンフィナン

シャルサービス㈱
新規 1 全 × 経営 講義 2 前期 経 法 児童 スポ 英語 心理 2023.12.13新規追加 2023/12/13 2024/1/17 経営

25 教養特講（データサイエンス基礎）
佐藤伸也/

高島幸成
新規 1 全 × 経営 演習 2 前期 経 法 児童 スポ 英語 心理 2023.12.13新規追加・２クラス開講 2023/12/13 2024/1/17 経営

26 専門特講（プログラミング基礎） 古瀬　一隆 新規 1 全 × 経営 演習 2 前期 経 2023.12.13新規追加 2023/12/13 2024/1/17 経営

27 専門特講（コンピューターシステム論） 高島　幸成 新規 1 全 × 経営 講義 2 前期 経 2023.12.13新規追加 2023/12/13 2024/1/17 経営

＜第16回経営学部教務委員会　2023.12.13　資料③-１＞

＜第10回 経営学部教授会資料　2024.１.17＞

講義
区分

単位
開設
時期

開講先　学部・専攻
備考 教務委員会 教授会 担当学部開講元

2024年度　特講申請一覧（経営学部分）

№ 開講科目名 担当教員
新規
継続

履修
年次

履修可能
入学年度

再試験
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別表第２　授業科目表（第３条関係）

経営学部　経営学科　2024年度入学者～

Ⅰ群／導入教育科目(必修)

　Ⅰ群／導入教育科目から２単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

基礎ゼミナール 2 1～ 講義 15

Ⅱ群／教養必修科目〈第一外国語(必修)〉〈第二外国語(選択必修)〉

　Ⅱ群／教養必修科目〈第一外国語〉から６単位修得すること

　Ⅱ群／教養必修科目〈第二外国語〉から同一言語を４単位以上修得すること

※〈第二外国語〉から同一言語４単位のほかに、別の言語を履修し、修得した単位は〔Ⅲ群／教養選択科目〕に算入する。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

ReadingⅠＡ 1 1～ 演習 30

ReadingⅠＢ 1 1～ 演習 30

OralⅠＡ 1 1～ 演習 30

OralⅠＢ 1 1～ 演習 30

OralⅡＡ 1 2～ 演習 30

OralⅡＢ 1 2～ 演習 30

日本語ⅠＡ 1 1～ 演習 30

日本語ⅠＢ 1 1～ 演習 30

日本語ⅡＡ 1 1～ 演習 30

日本語ⅡＢ 1 1～ 演習 30

日本語ⅢＡ 1 2～ 演習 30

日本語ⅢＢ 1 2～ 演習 30

〈第二外国語〉

英語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

英語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

ドイツ語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

ドイツ語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

フランス語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

フランス語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

スペイン語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

スペイン語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

中国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

中国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

留学準備英語Ａ 2 1～ 演習 30

留学準備英語Ｂ 2 1～ 演習 30

韓国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

韓国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

Ⅲ群／教養選択科目〈外国語科目〉〈教養科目〉

　Ⅲ群／教養選択科目〈外国語科目〉〈教養科目〉から２０単位以上修得すること

　※卒業所要単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

基礎英語Ａ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

基礎英語Ｂ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅠＡ 1 1～ 演習 30 ● 大学共通開設

WritingⅠＢ 1 1～ 演習 30 ● 大学共通開設

VocabularyＡ 1 1～ 演習 30 ● 経営学部・教育学部共通開設

VocabularyＢ 1 1～ 演習 30 ● 経営学部・教育学部共通開設

※備考
・留学生は「ReadingⅠＡ」「ReadingⅠＢ」の代わりに「日本語ⅠＡ」「日本語ⅠＢ」を、「OralⅠＡ」「OralⅠＢ」の代わりに「日本語ⅡＡ」「日本語Ⅱ
Ｂ」を、「OralⅡＡ」「OralⅡＢ」の代わりに「日本語ⅢＡ」「日本語ⅢＢ」を履修すること。
・教職課程に登録する留学生については「OralⅠＡ」「OralⅠＢ」の履修を認めることがある。

・留学生必修科目
・原則として1年次に履修する。

・留学生必修科目
・原則として2年次に履修する。

・選択必修科目
・原則として1年次に、同一言語のＡ及びＢを履修する。
・英語ⅠＡ・ⅠＢは留学生用科目
・留学生は母国語を履修できない。

開設学部・専攻

〈外国語科目〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

科目名 単位数
※コース推奨科目

履修上の注意

・必修科目
・原則として1年次に履修する。
※留学生は履修できない。

・必修科目
・原則として2年次に履修する。
※留学生は履修できない。

科目名 単位数

科目名 単位数

履修上の注意

・必修科目
・原則として1年次に履修すること。

〈第一外国語〉

履修上の注意
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WritingⅡＡ 1 2～ 演習 30 ● 大学共通開設

WritingⅡＢ 1 2～ 演習 30 ● 大学共通開設

ReadingⅡＡ 1 2～ 演習 30 ● 経営学部・教育学部共通開設

ReadingⅡＢ 1 2～ 演習 30 ● 経営学部・教育学部共通開設

TOEICⅠＡ 1 2～ 演習 30 ●
経営学部・法学部共通開設
※法学部科目名称「英語演習
（TOEIC）ⅠＡ」

TOEICⅠＢ 1 2～ 演習 30 ●
経営学部・法学部共通開設
※法学部科目名称「英語演習
（TOEIC）ⅠＢ」

TOEICⅡＡ 1 3～ 演習 30 ●
経営学部・法学部共通開設
※法学部科目名称「英語演習
（TOEIC）ⅡＡ」

TOEICⅡＢ 1 3～ 演習 30 ●
経営学部・法学部共通開設
※法学部科目名称「英語演習
（TOEIC）ⅡＢ」

OralⅢＡ 1 3～ 演習 30 ● 経営学部

OralⅢＢ 1 3～ 演習 30 ● 経営学部

ドイツ語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

歴史学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

歴史学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

外国史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学概論(地誌を含む) 2 1～ 講義 15 経営学部

倫理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心
理学専攻を除く）共通開設

哲学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心
理学専攻を除く）共通開設

文学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

論理学Ａ 2 1～ 講義 15 ● ●
経営学部・法学部・教育学部（心
理学専攻を除く）共通開設

論理学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● ●
経営学部・法学部・教育学部（心
理学専攻を除く）共通開設

国語表現法Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

国語表現法Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

美学Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

美学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

比較文化論Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

〈教養科目〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

開設学部・専攻

・留学生は母国語を履修できない。

科目名 単位数
※コース推奨科目

履修上の注意
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比較文化論Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

文化人類学Ａ 2 1～ 講義 15 ● ● 大学共通開設

文化人類学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● ● 大学共通開設

社会学Ａ 2 1～ 講義 15 経営学部

社会学Ｂ 2 1～ 講義 15 経営学部

法学Ａ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 経営学部

法学Ｂ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 経営学部

統計学Ａ 2 1～ 講義 15 ● ● ● ● 大学共通開設

統計学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● ● ● ● 大学共通開設

心理学Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

社会心理学Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

社会心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

政治学Ａ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 経営学部

政治学Ｂ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 経営学部

情報社会科学Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

情報社会科学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

教育学Ａ 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

教育学Ｂ 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

環境科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

代数学 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

解析学 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

数学概論Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

数学概論Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

物理学Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

物理学Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

化学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ａ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

科学史Ｂ 2 1～ 講義 15 ● 大学共通開設

スポーツ演習Ａ 1 1～ 実技 30 経営学部・法学部共通開設

スポーツ演習Ｂ 1 1～ 実技 30 経営学部・法学部共通開設

健康と運動の科学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

マナーの基本 2 1～ 講義 15 ● 経営学部

キャリアデザインⅠ(入門) 2 1～ 講義 15 ● ● ● ● ● 経営学部

キャリアデザインⅡ(基礎) 2 1～ 講義 15 ● ● ● ● ●
大学共通開設
※法学部・教育学部科目名称
「キャリアデザイン」

コミュニケーション能力を磨こう 2 1～ 講義 15 経営学部・教育学部共通開設

日本事情Ａ(社会・経済) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

日本事情Ｂ(歴史・政治) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

日本事情Ｃ(文化・文学) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

日本事情Ｄ(生活・風物) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

教養ゼミナールⅠ－1 2 2～ 演習 15 経営学部

教養ゼミナールⅠ－2 2 2～ 演習 15 経営学部

教養ゼミナールⅡ－1 2 3～ 演習 15 経営学部

教養ゼミナールⅡ－2 2 3～ 演習 15 経営学部

教養特講 2 1～
講義又
は演習

15
・(　)の内容が異なる場合は複数履修
可

大学共通開設

・同一教員のゼミナールをⅠ-1、Ⅰ-
2、Ⅱ-1、Ⅱ-2の順に、4セメスター連
続で履修することを原則とする。
・履修の方法の詳細は履修要綱、説明
会で確認すること。

・留学生のみ履修できる科目
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Ⅳ群／専門必修科目

　Ⅳ群／専門必修科目から１６単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

経営学 4 1～ 講義 15

経営情報科学Ⅰ 2 1～ 講義 15

経営情報科学Ⅱ 2 1～ 講義 15

会計学 4 1～ 講義 15

国際経営論 4 1～ 講義 15

Ⅴ群／専門選択科目

　Ⅴ群／専門選択科目から５８単位以上修得すること

　※卒業所要単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

経営組織論 4 1～ 2～ 講義 15 ●

経営戦略論 4 1～ 2～ 講義 15 ●

経営学史 2 1～ 2～ 講義 15 ●

経営史Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

経営史Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

日本経営史Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

日本経営史Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

ベンチャービジネス論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

ベンチャービジネス論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

創造都市論 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

新産業創造論 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

企業ネットワーク論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

企業ネットワーク論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

企業論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

公益事業論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

公益事業論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

交通論 4 1～ 2～ 講義 15 ●

経営管理論 4 1～ 2～ 講義 15 ●

人材マネジメント論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

人材マネジメント論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

財務管理論 4 1～ 2～ 講義 15 ● ●

管理工学Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

管理工学Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

インターネット起業論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

マネジメント　コミュニケーション 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

ＮＰＯ論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

WebプログラミングⅠ 2 1～ 2～ 演習 15 ● ●

WebプログラミングⅡ 2 1～ 2～ 演習 15 ● ●

プログラミング言語論 2 1～ 3～ 講義 15 ● ●

マルチメディア論Ⅰ 2 1～ 2～ 演習 15 ● ●

マルチメディア論Ⅱ 2 1～ 2～ 演習 15 ● ●

アルゴリズム論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

アルゴリズム論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

情報処理演習Ⅰ 2 1～ 2～ 演習 15 ●

情報処理演習Ⅱ 2 1～ 2～ 演習 15 ●

データ分析法Ⅰ 2 1～ 2～ 演習 15 ● ●

データ分析法Ⅱ 2 1～ 2～ 演習 15 ● ●

データサイエンスⅠ 2 1～ 2～ 演習 15 ●

データサイエンスⅡ 2 1～ 2～ 演習 15 ●

経営・経済データ統計Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

経営・経済データ統計Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

情報セキュリティ 2 1～ 3～ 演習 15 ●

科目名 単位数

〈経営学〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

履修上の注意

・必修科目
・原則として1年次に履修する。

単位数
※コース推奨科目

履修上の注意

履修上の注意

〈経営情報論〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

科目名

科目名 単位数
※コース推奨科目

4/9

23



決定の科学Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

決定の科学Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

情報通信システム論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

情報通信システム論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

情報ネットワーク論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

データベース論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

データベース論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

人工知能 2 1～ 2～ 演習 15 ●

ディープラーニング 2 1～ 2～ 演習 15 ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

簿記論 4 1～ 講義 15 ● ● ● ●

中級簿記論 4 1～ 2～ 講義 15 ● ●

財務会計論 4 1～ 2～ 講義 15 ●

工業簿記論 4 1～ 2～ 講義 15 ●

管理会計論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

管理会計論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

原価計算論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

原価計算論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

高等簿記論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

高等簿記論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

経営分析論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

経営分析論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

税務会計論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

税務会計論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

会計情報システム論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

会計情報システム論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

国際会計論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

国際会計論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

連結会計論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

連結会計論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

商学総論Ⅰ 2 1～ 講義 15 ●

商学総論Ⅱ 2 1～ 講義 15 ●

広告論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ● ●

広告論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ● ●

流通論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

流通論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

マーケティングⅠ 2 1～ 講義 15 ● ● ● ●

マーケティングⅡ 2 1～ 講義 15 ● ● ● ●

銀行論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

銀行論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

金融論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

ＡＩとフィンテック 2 1～ 2～ 講義 15 ●

保険論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

保険論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

商業概論 2 1～ 講義 15 ● ● ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

ミクロ経済学Ⅰ(国際経済を含む) 2 1～ 2～ 講義 15 ● ● ●

ミクロ経済学Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ● ●

マクロ経済学Ⅰ(国際経済を含む) 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

マクロ経済学Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

財政学Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

財政学Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

現代日本経済論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

現代日本経済論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

履修上の注意

履修上の注意

〈経済学〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

科目名 単位数
※コース推奨科目

〈会計学〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

※コース推奨科目

科目名 単位数
※コース推奨科目

履修上の注意科目名 単位数

〈商学〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション
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地域経済論Ⅰ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

地域経済論Ⅱ 2 1～ 3～ 講義 15 ●

経済地理学 2 1～ 講義 15 ● ●

経済と現代社会 2 1～ 講義 15 ●

産業と現代社会 2 1～ 講義 15 ●

金融政策 2 1～ 2～ 講義 15 ●

情報社会経済論Ⅰ 2 1～ 講義 15 ● ● ●

情報社会経済論Ⅱ 2 1～ 講義 15 ● ● ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

国際関係概論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

国際関係論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

国際金融論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

国際地域マネジメント 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

多国籍企業論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

多国籍企業論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

貿易商務論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

貿易商務論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

国際ビジネス英語Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

国際ビジネス英語Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

時事英語Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

時事英語Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

経済英語Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

経済英語Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

異文化間コミュニケーション 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

異文化理解 2 1～ 2～ 講義 15 ●

外書講読Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

外書講読Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

日本国憲法 2 1～ 講義 15

民法Ⅰ 2 1～ 講義 15

民法Ⅱ 2 1～ 講義 15

商法Ⅰ 2 1～ 講義 15 ●

商法Ⅱ 2 1～ 講義 15 ●

税法Ⅰ 2 1～ 講義 15

税法Ⅱ 2 1～ 講義 15

会社法Ⅰ 2 1～ 講義 15 ●

会社法Ⅱ 2 1～ 講義 15 ●

経済法 2 1～ 講義 15 ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

メディアリテラシーⅠ 2 1～ 講義 15 ● ●

メディアリテラシーⅡ 2 1～ 講義 15 ● ●

マスコミュニケーション論 2 1～ 講義 15 ●

メディアと倫理 2 1～ 3～ 講義 15 ●

ジャーナリズム論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

ジャーナリズム論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

メディア論 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

エンタテインメント構造論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

エンタテインメント構造論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

アニメプロデュース論 2 1～ 講義 15 ●

アニメーション制作演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

アニメーション制作演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

キャラクターデザイン演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

キャラクターデザイン演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

グラフィックデザイン演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

グラフィックデザイン演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

〈国際経営〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

・教員が異なる場合は複数履修可

〈法学〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

・地域が異なる場合は複数履修可

単位数
※コース推奨科目

科目名 単位数
※コース推奨科目

履修上の注意

・教員が異なる場合は複数履修可

履修上の注意

履修上の注意科目名

〈メディア〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

コース推奨科目
科目名 単位数
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ファブリケーション演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

ファブリケーション演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

グラフィックアプリケーション演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

グラフィックアプリケーション演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

デザイン概論Ⅰ 2 2～ 講義 15 ●

デザイン概論Ⅱ 2 2～ 講義 15 ●

地域メディア制作演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

地域メディア制作演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

テレビ番組制作演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

テレビ番組制作演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

情報番組制作演習 2 2～ 演習 15 ●

広告制作演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

広告制作演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

アナウンス演習Ⅰ 2 2～ 演習 15 ●

アナウンス演習Ⅱ 2 2～ 演習 15 ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

観光ビジネス概論 2 1～ 2～ 講義 15 ●

旅行業務論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

旅行業務論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

旅行業務論Ⅲ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

観光英語 2 1～ 2～ 講義 15 ●

エコツーリズム 2 1～ 2～ 講義 15 ●

ホスピタリティ論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

ホスピタリティ論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

ホスピタリティ論Ⅲ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

サービス実務論Ⅰ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

サービス実務論Ⅱ 2 1～ 2～ 講義 15 ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

ゼミナールⅠ－１ 2 2～ 演習 15 ● ● ● ● ●

ゼミナールⅠ－２ 2 2～ 演習 15 ● ● ● ● ●

ゼミナールⅡ－１ 2 3～ 演習 15 ● ● ● ● ●

ゼミナールⅡ－２ 2 3～ 演習 15 ● ● ● ● ●

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

現代企業行動論 2 1～ 2～ 講義 15 ● ● ● ● ●

ビジネスマナーⅠ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

ビジネスマナーⅡ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ●

キャリアデザインⅢ(実践) 2 1～ 3～ 講義 15 ● ● ● ● ●

キャリアデザインⅣ(演習) 2 1～ 2～ 演習 15 ● ● ● ● ●

インターンシップⅠ 2 1～ 2～ 講義 15 ● ● ● ● ●

インターンシップⅡ 2 1～ 2～ 実習 30 ● ● ● ● ●

インターンシップⅢ 1 1～ 2～ 実習 30 ● ● ● ● ●

履修 授業 1単位 1単位

年次 方法 時間数 時間数 企 情 会 メ BC

専門特講 2 1～
講義又
は演習

15

履修 推奨履 授業 1単位
年次 修年次 方法 時間数 企 情 会 メ BC

海外留学事前指導 2 2～ 講義 15 ●

海外留学Ⅰ 2 2～ 演習 30 ●

海外留学Ⅱ 2 2～ 演習 30 ●

海外留学Ⅲ 2 2～ 演習 30 ●

海外留学Ⅳ 4 2～ 演習 30 ●

海外留学Ⅴ 4 2～ 演習 30 ●

〈海外留学〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

履修上の注意

・履修の方法の詳細は履修要綱、説明会で確認すること。

(　)の内容が異なる場合は複数履修可

・インターンシップⅠの単位修得者のみ履修可
・実働日数10日以上
・履修の方法の詳細は履修要綱、履修の手引きで確認すること。

・インターンシップⅠの単位修得者のみ履修可
・実働日数５日以上１０日未満
・履修の方法の詳細は履修要綱、履修の手引きで確認すること。

科目名 単位数
※コース推奨科目

履修上の注意科目名 単位数
※コース推奨科目

※コース推奨科目

科目名 単位数

〈キャリア〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

〈特講〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

履修上の注意

履修上の注意

〈国際観光〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

科目名 単位数
※コース推奨科目

〈ゼミナール〉※コース・・・企：企業経営、情：経営情報、会：企業会計、メ：メディア、BC：ビジネスコミュニケーション

※コース推奨科目

科目名 単位数

・同一教員のゼミナールをⅠ-1、Ⅰ-2、Ⅱ-1、Ⅱ-2の順に、4セメスター
連続で履修することを原則とする。
・履修の方法の詳細は履修要綱、説明会で確認すること。

履修上の注意
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自由選択科目

　自由選択科目として１８単位以上修得すること

　自由選択科目には、Ⅲ群・Ⅴ群の卒業所要単位を超えて修得した単位及び他学部履修で修得した単位を充てることができる。

教職課程科目

　卒業所要単位外科目

　教職課程登録者のみが履修できる。

　該当免許の関係科目のみを履修すること。

　教職免許状取得のための履修については、別表第４を参照のこと。

　＜教育の基礎的理解に関する科目等＞

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育基礎論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教師論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教育制度論 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育心理学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

特別支援教育 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育課程論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

道徳教育の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

総合的な学習の時間の理論と方法 2 3～ 講義 15 大学共通開設

特別活動の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育方法・技術論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

ＩＣＴ活用の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

生徒・進路指導の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育相談の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育実習の事前事後指導Ｓ 1 3～ 講義 30
経営学部・法学部・教育学部（児
童教育専攻を除く）共通開設

中等教育実習Ⅰ 4 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児
童教育専攻を除く）共通開設

中等教育実習Ⅱ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児
童教育専攻を除く）共通開設

中等教育実習Ⅲ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児
童教育専攻を除く）共通開設

教職実践演習（中・高） 2 4 演習 15
経営学部・法学部・教育学部（児
童教育専攻を除く）共通開設

　＜教科及び教科の指導法に関する科目のうち、教科に関する専門的事項＞

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

職業指導 4 3～ 講義 15 経営学部

　＜教科及び教科の指導法に関する科目のうち、各教科の指導法＞

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

社会科教育法Ⅰ 2 2～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部心理
学専攻共通開設

社会科教育法Ⅱ 2 2～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部心理
学専攻共通開設

社会科教育法Ⅲ 2 2～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部心理
学専攻共通開設

社会科・公民科教育法 2 2～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部心理
学専攻共通開設

公民科教育法 2 2～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部心理
学専攻共通開設

商業科教育法Ⅰ 2 3～ 講義 15 経営学部

商業科教育法Ⅱ 2 3～ 講義 15 経営学部

科目名 単位数

・履修年次は4年

・履修年次は4年

履修上の注意

科目名 単位数 履修上の注意

・履修年次は4年

・教育実習を修了していないと履修できない。

開設学部・専攻

開設学部・専攻

科目名 単位数 履修上の注意

・履修年次は3年

・履修年次は3年

・履修年次は3年

・履修年次は3年

・履修年次は3年

開設学部・専攻

・高一種（商業）免許登録者のみ履修可能
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学校図書館司書教諭科目

　卒業所要単位外科目

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

学校経営と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学校図書館メディアの構成 2 2～ 講義 15 大学共通開設

読書と豊かな人間性 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学習指導と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

情報メディアの活用 2 2～ 講義 15 大学共通開設

国際交流センター科目

　卒業所要単位外科目

　協定校留学生のみが履修できる。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

日本語中級Ａ 1 1～ 演習 30

日本語中級Ｂ 1 1～ 演習 30

日本語中級Ｃ 1 1～ 演習 30

日本語中級Ｄ 1 1～ 演習 30

日本の生活Ａ 2 1～ 講義 15

日本の生活Ｂ 2 1～ 演習 15

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻
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別表第２　授業科目表（第３条関係）

法学部　法律学科　2024年度入学者～

Ⅰ群／教養必修科目〈第一外国語(必修)〉〈第二外国語(選択必修)〉

　Ⅰ群／教養必修科目〈第一外国語〉から６単位修得すること

　Ⅰ群／教養必修科目〈第二外国語〉から同一言語を４単位以上修得すること

　※<第二外国語>から同一言語４単位のほかに、別の言語を履修し修得した単位は、

　　〔Ⅱ群／教養選択科目〕に算入する。

〈第一外国語〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

ReadingⅠＡ 1 1～ 演習 30

ReadingⅠＢ 1 1～ 演習 30

OralⅠＡ 1 1～ 演習 30

OralⅠＢ 1 1～ 演習 30

総合英語Ａ 1 2～ 演習 30

総合英語Ｂ 1 2～ 演習 30

日本語ⅠＡ 1 1～ 演習 30

日本語ⅠＢ 1 1～ 演習 30

日本語ⅡＡ 1 1～ 演習 30

日本語ⅡＢ 1 1～ 演習 30

日本語ⅢＡ 1 2～ 演習 30

日本語ⅢＢ 1 2～ 演習 30

〈第二外国語〉

英語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

英語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

ドイツ語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

ドイツ語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

フランス語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

フランス語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

スペイン語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

スペイン語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

中国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30

中国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30

Ⅱ群／教養選択科目

　Ⅱ群／教養選択科目から１８単位以上修得すること

　※18単位を超えて修得した単位は〔自主選択科目〕に算入する。

〈外国語科目〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

基礎英語Ａ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

基礎英語Ｂ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅠＡ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅠＢ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

英語演習（TOEIC）ⅠＡ 1 2～ 演習 30
経営学部・法学部共通開設
※経営学部科目名称「TOEICⅠＡ」

英語演習（TOEIC）ⅠＢ 1 2～ 演習 30
経営学部・法学部共通開設
※経営学部科目名称「TOEICⅠＢ」

英語演習（TOEIC）ⅡＡ 1 3～ 演習 30
経営学部・法学部共通開設
※経営学部科目名称「TOEICⅡＡ」

英語演習（TOEIC）ⅡＢ 1 3～ 演習 30
経営学部・法学部共通開設
※経営学部科目名称「TOEICⅡＢ」

・１年次必修科目
※留学生は履修できない。

単位数

・2年次必修科目
※留学生は履修できない。

※備考
・教職課程に登録する留学生については、「OralⅠＡ」「OralⅠＢ」の履修を認めることがある。

履修上の注意

科目名 単位数

科目名

・留学生１年次必修科目

・留学生2年次必修科目

履修上の注意

開設学部・専攻

・１年次選択必修科目
・同一言語のⅠA・ⅠBを履修することを原則とする。
・英語ⅠＡ・ⅠＢは留学生用科目
・留学生は母国語を履修できない。
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韓国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

総合英語Ａ 1 2～ 演習 30 法学部

総合英語Ｂ 1 2～ 演習 30 法学部

〈一般教養科目〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

歴史学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

歴史学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

外国史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学概論(地誌を含む) 2 1～ 講義 15 法学部

倫理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学
専攻を除く）共通開設

哲学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学
専攻を除く）共通開設

文学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

論理学Ａ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学
専攻を除く）共通開設

論理学Ｂ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学
専攻を除く）共通開設

国語表現法Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

国語表現法Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

・留学生は母国語を履修できな
い。

・留学生のみ履修可能

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻
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比較文化論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会学Ａ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

社会学Ｂ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

統計学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

統計学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

政治学Ａ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

政治学Ｂ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

情報社会科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報社会科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教育学Ａ 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

教育学Ｂ 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

環境科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

代数学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

解析学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報リテラシー 2 1～ 演習 15 法学部

スポーツ演習Ａ 1 1～ 実技 30 経営学部・法学部共通開設

スポーツ演習Ｂ 1 1～ 実技 30 経営学部・法学部共通開設

健康と運動の科学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教養特講 2 1～
講義又
は演習

15

・(　)の内容が異なる場合は複数
履修可
・科目により随意科目としてカウ
ントされる場合がある。

大学共通開設

キャリアデザイン 2 1～ 講義 15
大学共通開設
※経営学部科目名称「キャリアデザイ
ンⅡ（基礎）」

日本事情Ａ(社会・経済) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

日本事情Ｂ(歴史・政治) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

日本事情Ｃ(文化・文学) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

日本事情Ｄ(生活・風物) 2 1～ 講義 15 経営学部・法学部共通開設

講義 15

演習 30

法学部・教育学部（英語教育専攻を除
く）共通開設

海外留学

・留学生のみ履修可能

1～20 2～
・単位認定科目
・詳細は入学年度の履修要綱で確
認すること。
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Ⅲ群／専門必修科目

　Ⅲ群／専門必修科目から１６単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

憲法Ⅰ（総論・人権） 4 1～ 講義 15

民事法概論 2 1～ 講義 15

民法Ⅰ（総則） 2 1～ 講義 15

民法Ⅱ（物権総論） 2 2～ 講義 15

民法Ⅳ（債権総論） 4 2～ 講義 15

刑事法概論 2 1～ 講義 15

Ⅳ群／専門選択科目

　Ⅳ群／専門選択科目から５６単位以上修得すること

　※56単位を超えて修得した単位は〔自主選択科目〕に算入する。

〈基礎法学科目〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

法哲学 4 2～ 講義 15

法社会学 4 2～ 講義 15

日本法制史 4 2～ 講義 15

西洋法制史 4 2～ 講義 15

比較法 4 3～ 講義 15

〈公法科目〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

憲法Ⅱ（統治） 4 1～ 講義 15

行政法Ⅰ 4 2～ 講義 15

行政法Ⅱ 4 3～ 講義 15

地方自治法 4 3～ 講義 15

税法 4 2～ 講義 15

〈民事法科目〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

民法Ⅲ（担保物権） 2 2～ 講義 15

民法Ⅴ（債権各論） 4 2～ 講義 15

民法Ⅵ（親族） 2 1～ 講義 15

民法Ⅶ（相続） 2 2～ 講義 15

商法総論 2 2～ 講義 15

商取引法 2 3～ 講義 15

会社法 4 2～ 講義 15

保険法 4 3～ 講義 15

海商法 2 3～ 講義 15

支払決済法 2 3～ 講義 15

金融商品取引法 2 3～ 講義 15

民事訴訟法 4 2～ 講義 15

民事執行・保全法 2 3～ 講義 15

倒産法 4 3～ 講義 15

知的財産法 4 2～ 講義 15

〈刑事法科目〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

刑法Ⅰ（総論） 4 1～ 講義 15

刑法Ⅱ（各論） 4 2～ 講義 15

刑事訴訟法 4 2～ 講義 15

刑事政策 4 2～ 講義 15

・必修科目
・原則として１年次に履修する。

科目名

・必修科目
・原則として１年次に履修する。

科目名

科目名 単位数 履修上の注意

・必修科目
・原則として１年次に履修する。

履修上の注意

・必修科目
・原則として２年次に履修する。

・必修科目
・原則として２年次に履修する。

科目名 単位数 履修上の注意

単位数

・必修科目
・原則として１年次に履修する。

単位数 履修上の注意

科目名 単位数 履修上の注意
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〈社会法・経済法〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

労働法 4 3～ 講義 15

社会保障法 4 3～ 講義 15

環境法 4 3～ 講義 15

経済法 4 3～ 講義 15

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

国際法Ⅰ 4 2～ 講義 15

国際法Ⅱ 4 2～ 講義 15

国際組織法 4 2～ 講義 15

国際経済法 4 3～ 講義 15

国際私法 4 3～ 講義 15

英米法 4 2～ 講義 15

ドイツ法 4 2～ 講義 15

フランス法 4 2～ 講義 15

ＥＵ法 4 2～ 講義 15

中国法 4 2～ 講義 15

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

政治学原論 4 1～ 講義 15

政治思想史 4 1～ 講義 15

日本政治史 4 1～ 講義 15

西洋政治史 4 1～ 講義 15

政策学Ⅰ（総論） 4 2～ 講義 15

政策学Ⅱ（各論） 4 2～ 講義 15

社会政策 2 2～ 講義 15

立法学 4 2～ 講義 15

行政学 4 1～ 講義 15

地方行政論 4 2～ 講義 15

地方財政論 2 1～ 講義 15

地域福祉論 2 1～ 講義 15

地域社会論 2 1～ 講義 15

ＮＰＯ論 2 1～ 講義 15

国際政治学 4 2～ 講義 15

財政学 4 1～ 講義 15

マクロ経済学(国際経済を含む) 2 1～ 講義 15

ミクロ経済学(国際経済を含む) 2 1～ 講義 15

経済政策 2 2～ 講義 15

政策分析 2 1～ 演習 15

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

専門特講Ⅰ 2 1～ 講義 15

専門特講Ⅱ 4 1～ 講義 15

専門外書講読Ⅰ 2 2～ 講義 15

専門外書講読Ⅱ 4 2～ 講義 15

キャリア支援講座 2 1～ 講義 15

基礎ゼミナールⅠ 2 1･2 演習 15

基礎ゼミナールⅡ 2 2 演習 15

専門ゼミナールⅠ 4 3～ 演習 15

専門ゼミナールⅡ 4 4 演習 15

法職演習 2 1～ 演習 15

・(　)の内容が異なる場合は複数履修可

〈政治学関連科目〉

科目名 単位数 履修上の注意

〈国際関係法・外国法科目〉

・担当教員が異なる場合は複数履修可

・(　)の内容が異なる場合は複数履修可

・担当教員が異なる場合は複数履修可

・担当教員が異なる場合は複数履修可

・担当教員が異なる場合は複数履修可

・担当教員が異なる場合は複数履修可

・担当教員が異なる場合は複数履修可

・(　)の内容が異なる場合は複数履修可

〈ゼミナール・その他〉

科目名 単位数 履修上の注意

科目名 単位数 履修上の注意

科目名 単位数 履修上の注意
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自主選択科目

　自主選択科目として２４単位以上修得すること

　自主選択科目には、Ⅱ群・Ⅳ群の卒業所要単位を超えて修得した単位及び他学部履修で修得

　した単位を充てることができる。

教職課程科目

　卒業所要単位外科目

　教職課程登録者のみが履修できる。

　該当免許の関係科目のみを履修すること。

　教職免許状取得のための履修については、別表第４を参照のこと。

　＜教育の基礎的理解に関する科目等＞
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育基礎論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教師論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教育制度論 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育心理学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

特別支援教育 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育課程論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

道徳教育の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

総合的な学習の時間の理論と方法 2 3～ 講義 15 大学共通開設

特別活動の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育方法・技術論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

ＩＣＴ活用の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

生徒・進路指導の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育相談の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育実習の事前事後指導Ｓ 1 3～ 講義 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教
育専攻を除く）共通開設

中等教育実習Ⅰ 4 3～ 実習 30 ・履修年次は4年
経営学部・法学部・教育学部（児童教
育専攻を除く）共通開設

中等教育実習Ⅱ 2 3～ 実習 30 ・履修年次は4年
経営学部・法学部・教育学部（児童教
育専攻を除く）共通開設

中等教育実習Ⅲ 2 3～ 実習 30 ・履修年次は4年
経営学部・法学部・教育学部（児童教
育専攻を除く）共通開設

教職実践演習（中・高） 2 4 演習 15
･教育実習修了していないと履修
できない。

経営学部・法学部・教育学部（児童教
育専攻を除く）共通開設

開設学部・専攻単位数 履修上の注意科目名
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　＜教科及び教科の指導法に関する科目のうち、各教科の指導法＞
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

社会科教育法Ⅰ 2 2～ 講義 15 ・履修年次は3年
経営学部・法学部・教育学部心理学専
攻共通開設

社会科教育法Ⅱ 2 2～ 講義 15 ・履修年次は3年
経営学部・法学部・教育学部心理学専
攻共通開設

社会科教育法Ⅲ 2 2～ 講義 15 ・履修年次は3年
経営学部・法学部・教育学部心理学専
攻共通開設

社会科・公民科教育法 2 2～ 講義 15 ・履修年次は3年
経営学部・法学部・教育学部心理学専
攻共通開設

公民科教育法 2 2～ 講義 15 ・履修年次は3年
経営学部・法学部・教育学部心理学専
攻共通開設

学校図書館司書教諭科目

　卒業所要単位外科目

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

学校経営と学校図書館 2 1～ 講義 15 大学共通開設

学校図書館メディアの構成 2 1～ 講義 15 大学共通開設

読書と豊かな人間性 2 1～ 講義 15 大学共通開設

学習指導と学校図書館 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報メディアの活用 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科目名 単位数

科目名 単位数 開設学部・専攻

履修上の注意 開設学部・専攻

履修上の注意
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別表第２　授業科目表（第３条関係）

教育学部　発達科学科児童教育専攻　2024年度入学者～

Ⅰ群／外国語必修科目

　Ⅰ群／外国語必修科目から４単位修得すること

〈第一外国語〉

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

英語コミュニケーションⅠＡ 1 1 演習 30

英語コミュニケーションⅠＢ 1 1 演習 30

英語コミュニケーションⅡＡ 1 2 演習 30

英語コミュニケーションⅡＢ 1 2 演習 30

Ⅱ群／外国語・教養選択科目

　Ⅱ群／外国語・教養選択科目から１６単位以上修得すること

　※16単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

基礎英語Ａ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

基礎英語Ｂ 1 演習 30 大学共通開設

ReadingⅠＡ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅠＢ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅡＡ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ReadingⅡＢ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

WritingⅠＡ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅠＢ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

VocabularyＡ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

VocabularyＢ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ドイツ語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

歴史学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

履修上の注意

・1年次必修科目

履修上の注意

・2年次必修科目

科目名 単位数

科目名 単位数 開設学部・専攻
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歴史学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

外国史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学概論(地誌を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部（心理学専攻を除く）共通開設

倫理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を
除く）共通開設

哲学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を
除く）共通開設

文学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

論理学Ａ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を
除く）共通開設

論理学Ｂ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を
除く）共通開設

国語表現法Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

国語表現法Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会学Ａ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

社会学Ｂ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

法学Ａ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

法学Ｂ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

統計学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

統計学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

政治学Ａ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

政治学Ｂ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

情報社会科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報社会科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

代数学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

解析学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本国憲法 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

健康科学 2 1～ 講義 15 児童教育専攻幼児教育・保育コース

健康と運動の科学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

体育実技Ａ 1 1～ 実技 30
教育学部（スポーツ健康専攻を除く）共通開
設

体育実技Ｂ 1 1～ 実技 30
教育学部（スポーツ健康専攻を除く）共通開
設

情報処理 2 1～ 演習 15 教育学部発達科学科
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マナーの基本 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

キャリアデザイン 2 1～ 講義 15
大学共通開設
※経営学部科目名称「キャリアデザインⅡ
（基礎）」

コミュニケーション能力を磨こう 2 1～ 講義 15 経営学部・教育学部共通開設

教養特講（講義） 2 1～ 講義 15

教養特講（演習） 1 1～ 演習 30

講義 15

演習 30

Ⅲ群／専攻必修科目

　Ⅲ群／専攻必修科目から１単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

フレッシュマンセミナー 1 1 演習 30

Ⅳ群／専門選択科目

　Ⅳ群／専門選択科目から７４単位以上修得すること

　※74単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

<教科・領域専門科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

国語概説Ⅰ（書写を含む） 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

国語概説Ⅱ（書写を含む） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

社会科概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

社会科概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

算数概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

算数概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

理科概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

理科概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

生活科概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

生活科概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

音楽概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

音楽概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

図画工作概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

図画工作概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

家庭科概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

家庭科概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

体育概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

体育概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

小学校英語概説Ⅰ 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

小学校英語概説Ⅱ 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

ソルフェージュⅠ 1 1～ 演習 30 児童教育専攻

ソルフェージュⅡ 1 1～ 演習 30 児童教育専攻

音楽実技ⅠＡ 1 1～ 演習 30 児童教育専攻

音楽実技ⅠＢ 1 1～ 演習 30 児童教育専攻

音楽実技ⅡＡ 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

音楽実技ⅡＢ 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

造形Ⅰ 1 1～ 演習 30 児童教育専攻

造形Ⅱ 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

造形教材研究 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

幼児と健康 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

幼児と人間関係 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

幼児と環境 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

幼児と言葉 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

幼児と表現 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

保育内容概説 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容特論 1 3～ 演習 30

・所属コースや教職・資格課程登録状況によ
り履修が制限される場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

児童教育専攻

<教職専門科目>
履修 1単位 授業

海外留学 1～20 2～
・単位認定科目
・詳細は入学年度の履修要綱で確認するこ
と。

法学部・教育学部（英語教育専攻を除く）共
通開設

科目名 単位数

科目名 単位数 開設学部・専攻

・1年次必修科目

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻

履修上の注意

履修上の注意

大学共通開設・科目の内容が異なる場合は複数履修可
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年次 時間数 方法

教育基礎論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教師論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教育制度論 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育心理学 2 1～ 講義 15

・所属コースや教職・資格課程登録状況によ
り履修が制限される場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

大学共通開設

特別支援教育 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育課程論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

道徳教育の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

総合的な学習の時間の理論と方法 2 3～ 講義 15 大学共通開設

特別活動の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育方法・技術論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

ＩＣＴ活用の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

生徒・進路指導の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

幼児の理解と援助 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

教育相談の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

保育内容指導法（健康） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容指導法（人間関係） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容指導法（環境） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容指導法（言葉） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容指導法（表現①） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容指導法（表現②） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容指導法（表現③） 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

国語科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

社会科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

算数科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

理科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

生活科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

音楽科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

図画工作科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

家庭科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

体育科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

小学校英語科教育法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

<教科・領域・教職関連科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育法演習Ａ 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

教育法演習Ｂ 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

教育法演習Ｃ 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

児童文学 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

音楽実技ⅢＡ 2 3～ 演習 30 児童教育専攻

音楽実技ⅢＢ 2 4 演習 30 児童教育専攻

リトミック入門 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

リトミック応用 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

幼児教育論 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

比較教育論 2 2～ 講義 15 教育学部発達科学科

人権教育 2 3～ 講義 15 教育学部発達科学科

<保育・福祉専門科目>

履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

保育原理 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

子ども家庭福祉 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

社会福祉 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

子ども家庭支援論 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

社会的養護Ⅰ 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

保育者論 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

発達心理学 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

子ども家庭支援の心理学 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

子どもの理解と援助 1 1～ 演習 30 児童教育専攻

子どもの保健 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

履修上の注意

科目名 履修上の注意

・所属コースや教職・資格課程登録状況によ
り履修が制限される場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

科目名

単位数

単位数

科目名

単位数 履修上の注意

開設学部・専攻

開設学部 専攻

開設学部・専攻
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子どもの食と栄養 2 3～ 演習 30 児童教育専攻

保育とカリキュラム 2 3～ 講義 15 児童教育専攻

保育内容総論 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

保育内容（健康） 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

保育内容（人間関係） 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

保育内容（環境） 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

保育内容（言葉） 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

保育内容（表現） 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

子どもの生活と遊び（身体表現） 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

子どもの生活と遊び（音楽表現） 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

子どもの生活と遊び（造形表現） 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

子どもの生活と遊び（児童文化） 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

乳児保育 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

乳児保育の実践 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

子どもの健康と安全 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

特別支援保育（基礎） 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

特別支援保育（展開） 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

社会的養護Ⅱ 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

地域子育て支援 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

発達の科学 2 1～ 講義 15 児童教育専攻

保育臨床 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

多文化共生 1 2～ 演習 30 児童教育専攻

青年心理学 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

保育学の研究法 2 2～ 講義 15 児童教育専攻

病児病後児保育 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

楽器と演奏 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

絵本論 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

リズム遊び 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

おもちゃ論 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

社会福祉方法論 1 3～ 演習 30 児童教育専攻

<課題研究>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

ゼミナール 4 3～ 演習 30

<学科共通科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

福祉とボランティア 2 1～ 講義 15

教育の倫理学 2 1～ 講義 15

レクリエーション理論 2 2～ 講義 15

レクリエーション実技 1 2～ 演習 30

レクリエーション実習 1 3～ 実習 30

野外運動Ａ（キャンプ） 1 1～ 演習 30

野外運動Ｂ（雪上） 1 1～ 演習 30

救急法 2 1～ 講義 15

Teaching English to Children 2 2～ 講義 15

ｅ−ラーニング 1 1～ 演習 30

教育情報処理 2 1～ 演習 30

社会人口学 2 1～ 講義 15

家族社会学 2 1～ 講義 15

TOEICⅠ 1 1～ 演習 30

TOEICⅡ 1 2～ 演習 30

TOEFLⅠ 1 1～ 演習 30

TOEFLⅡ 1 2～ 演習 30

Picture Books 2 1～ 講義 15

・所属コースや教職・資格課程登録状況によ
り履修が制限される場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

・所属コースや教職・資格課程登録状況によ
り履修が制限される場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

・履修の方法の詳細は、入学年度の履修要綱、説明会で確認すること。

履修上の注意

・レクリエーション・インストラクターの登録者で、教育実習を履修していない場合のみ履
修可。

科目名 単位数 履修上の注意

科目名 単位数
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<特講>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

専門特講（講義） 2 1～ 講義 15

専門特講（演習） 1 1～ 演習 30

Ⅴ群／卒業研究　（必修科目）

　Ⅴ群／卒業研究から４単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

卒業研究 4 4 演習 30

自由選択科目

　自由選択科目として２５単位以上修得すること。

　自由選択科目には、Ⅱ群・Ⅳ群の卒業所要単位を超えて修得した単位及び他学部履修で修得した

　単位を充てることができる。

実習科目<卒業所要単位外科目>

　教職課程、保育士課程登録者のみが、該当の科目を履修することができる。

　教職免許状取得のための履修については、別表第４を参照のこと。

　保育士資格取得のための履修については、白鷗大学保育士資格の取得に関する規程を参照のこと。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育実習の事前事後指導Ｐ 1 2～ 講義 30 ・3年次で履修 児童教育専攻

初等教育実習Ⅰ 4 3～ 実習 30 児童教育専攻

初等教育実習Ⅱ 2 3～ 実習 30 児童教育専攻

初等教育実習Ⅲ 2 3～ 実習 30 児童教育専攻

教職実践演習（幼・小） 2 4 演習 15 ・教育実習を修了していないと履修できない。 児童教育専攻

保育実習指導Ⅰ（保育所） 1 3～ 演習 30 ・3年次で履修 児童教育専攻

保育実習指導Ⅰ（施設） 1 3～ 演習 30 ・3年次で履修 児童教育専攻

保育実習Ⅰ（保育所） 2 3～ 実習 45 ・3年次で履修 児童教育専攻

保育実習Ⅰ（施設） 2 3～ 実習 45 ・3年次で履修 児童教育専攻

保育実習指導Ⅱ 1 4 演習 30 ・4年次で履修 児童教育専攻

保育実習Ⅱ 2 4 実習 45 ・4年次で履修 児童教育専攻

保育実習指導Ⅲ 1 4 演習 30 ・4年次で履修 児童教育専攻

保育実習Ⅲ 2 4 実習 45 ・4年次で履修 児童教育専攻

保育実践演習 2 4 演習 15 ・保育実習を修了していないと履修できない。 児童教育専攻

学校図書館司書教諭科目<卒業所要単位外科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

学校経営と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学校図書館メディアの構成 2 2～ 講義 15 大学共通開設

読書と豊かな人間性 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学習指導と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

情報メディアの活用 2 2～ 講義 15 大学共通開設

履修上の注意 開設学部・専攻

・履修の方法の詳細は、入学年度の履修要綱、説明会で確認すること。

履修上の注意

履修上の注意 開設学部・専攻

科目名 単位数

科目名 単位数

科目名 単位数

科目名 単位数

履修上の注意

・科目の内容が異なる場合は複数履修可
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別表第２　授業科目表（第３条関係）

教育学部　発達科学科スポーツ健康専攻　2024年度入学者～

Ⅰ群／外国語必修科目

　Ⅰ群／外国語必修科目から４単位修得すること

〈第一外国語〉

履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

英語コミュニケーションⅠＡ 1 1 演習 30

英語コミュニケーションⅠＢ 1 1 演習 30

英語コミュニケーションⅡＡ 1 2 演習 30

英語コミュニケーションⅡＢ 1 2 演習 30

Ⅱ群／外国語・教養選択科目

　Ⅱ群／外国語・教養選択科目から１６単位以上修得すること

　※16単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

基礎英語Ａ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

基礎英語Ｂ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

ReadingⅠＡ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅠＢ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅡＡ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ReadingⅡＢ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

WritingⅠＡ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅠＢ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

VocabularyＡ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

VocabularyＢ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ドイツ語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

歴史学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

歴史学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科目名 履修上の注意単位数

・1年次必修科目

・2年次必修科目

単位数 開設学部・専攻履修上の注意科目名

- 7 -
42



日本史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

外国史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学概論(地誌を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部（心理学専攻を除く）共通開設

倫理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）共
通開設

哲学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）共
通開設

文学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

論理学Ａ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）共
通開設

論理学Ｂ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）共
通開設

国語表現法Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

国語表現法Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会学Ａ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

社会学Ｂ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

法学Ａ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

法学Ｂ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

統計学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

統計学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

政治学Ａ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

政治学Ｂ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

情報社会科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報社会科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

代数学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

解析学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本国憲法 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

健康と運動の科学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報処理 2 1～ 演習 15 教育学部発達科学科

マナーの基本 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

キャリアデザイン 2 1～ 講義 15
大学共通開設
※経営学部科目名称「キャリアデザインⅡ（基礎）」

コミュニケーション能力を磨こう 2 1～ 講義 15 経営学部・教育学部共通開設

教養特講（講義） 2 1～ 講義 15

教養特講（演習） 1 1～ 演習 30

講義 15

演習 30

・単位認定科目
・詳細は入学年度の履修要綱で確認するこ
と。

法学部・教育学部（英語教育専攻を除く）共通開設1～20 2～海外留学

・科目の内容が異なる場合は複数履修可 大学共通開設
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Ⅲ群／専攻必修科目

　Ⅲ群／専攻必修科目から１単位修得すること

履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

フレッシュマンセミナー 1 1 演習 30

Ⅳ群／専門選択科目

　Ⅳ群／専門選択科目から７４単位以上修得すること

　※74単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

<教科専門科目／基礎実技>
履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

体つくり運動 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

器械運動 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

陸上運動 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

水泳 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

ダンス 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

柔道 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

剣道 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

野球(ソフトボール) 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

テニス 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

バレーボール 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

バスケットボール 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

ラグビー 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

サッカー 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

身体運動演習（器械運動） 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

身体運動演習（陸上運動） 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

身体運動演習（表現運動） 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

<教科専門科目／基礎理論>
履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

体育原理 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

体育心理学 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

体育・スポーツ経営学 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ社会学 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

運動学Ⅰ（運動方法学を含む） 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

運動学Ⅱ 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツコーチング総論 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

生理学 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

運動生理学 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

衛生・公衆衛生学 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

学校保健Ⅰ（小児保健を含む） 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

学校保健Ⅱ（学校安全及び救急処置を含む） 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

精神保健学 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

<教科関連科目／専攻専門>
履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

スポーツ科学入門 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

解剖学（基礎） 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

競技スポーツ理論 2 1～ 講義 15 スポーツ健康専攻

発育発達学 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

トレーニング論Ⅰ 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

トレーニング論Ⅱ 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

履修上の注意

履修上の注意

開設学部・専攻単位数

履修上の注意

履修上の注意

開設学部・専攻

科目名

科目名

科目名

科目名

・1年次必修科目

開設学部・専攻単位数

単位数

単位数
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スポーツ指導者論Ⅰ 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ指導者論Ⅱ 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ生理学 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ医学概論 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ産業論 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ行政論 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツマーケティング 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

健康・スポーツの測定と評価 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツリハビリテーション論（テーピングを含む） 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

障害者スポーツ 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

運動と健康（運動処方論） 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ栄養学 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ指導のバイオメカニクス 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

トレーニング実習Ⅰ 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

トレーニング実習Ⅱ 1 3～ 演習 30 スポーツ健康専攻

ニュースポーツ 1 3～ 演習 30 スポーツ健康専攻

野外運動Ｃ（アドバンス） 1 1～ 演習 30 スポーツ健康専攻

スポーツ情報科学（入門） 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ情報科学（分析） 2 2～ 演習 15 スポーツ健康専攻

<教科関連科目／実践研究>
履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

体育・スポーツ実践事例研究 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

スポーツ科学実験演習 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

スポーツインターンシップⅠ 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

スポーツインターンシップⅡ 1 2～ 演習 30 スポーツ健康専攻

専門演習Ａ1 1 3～ 演習 30 スポーツ健康専攻

専門演習Ａ2 1 3～ 演習 30 スポーツ健康専攻

専門演習Ｂ1 1 3～ 演習 30 スポーツ健康専攻

専門演習Ｂ2 1 3～ 演習 30 スポーツ健康専攻

<教職専門科目>
履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

教育基礎論 2 1～ 講義 15

・教職課程登録状況により履修が制限される
場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

大学共通開設

教師論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教育制度論 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育心理学 2 1～ 講義 15

・教職課程登録状況により履修が制限される
場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

大学共通開設

特別支援教育 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育課程論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

道徳教育の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

総合的な学習の時間の理論と方法 2 3～ 講義 15 大学共通開設

特別活動の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育方法・技術論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

ＩＣＴ活用の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

生徒・進路指導の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育相談の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

保健体育科教育法Ⅰ 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

保健体育科教育法Ⅱ 2 2～ 講義 15 スポーツ健康専攻

保健体育科教育法Ⅲ（保健） 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

保健体育科教育法Ⅳ 2 3～ 講義 15 スポーツ健康専攻

比較教育論 2 2～ 講義 15 教育学部発達科学科

人権教育 2 3～ 講義 15 教育学部発達科学科

開設学部・専攻

履修上の注意単位数

単位数 履修上の注意

開設学部・専攻

・教職課程登録状況により履修が制限される
場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

科目名

科目名
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<学科共通科目>
履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

福祉とボランティア 2 1～ 講義 15

教育の倫理学 2 1～ 講義 15

レクリエーション理論 2 2～ 講義 15

レクリエーション実技 1 2～ 演習 30

レクリエーション実習 1 3～ 実習 30

野外運動Ａ（キャンプ） 1 1～ 演習 30

野外運動Ｂ（雪上） 1 1～ 演習 30

救急法 2 1～ 講義 15

Teaching English to Children 2 2～ 講義 15

ｅ−ラーニング 1 1～ 演習 15

教育情報処理 2 1～ 演習 15

社会人口学 2 1～ 講義 15

家族社会学 2 1～ 講義 15

TOEICⅠ 1 1～ 演習 30

TOEICⅡ 1 2～ 演習 30

TOEFLⅠ 1 1～ 演習 30

TOEFLⅡ 1 2～ 演習 30

Picture Books 2 1～ 講義 15

<特講>
履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

専門特講（講義） 2 1～ 講義 15

専門特講（演習） 1 1～ 演習 30

Ⅴ群／卒業研究　（必修科目）

　Ⅴ群／卒業研究から４単位修得すること

履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

卒業研究 4 4 演習 30

自由選択科目

　自由選択科目として２５単位以上修得すること。

　自由選択科目には、Ⅱ群・Ⅳ群の卒業所要単位を超えて修得した単位及び他学部履修で修得した

　単位を充てることができる。

実習科目<卒業所要単位外科目>

　教職課程登録者のみが履修できる。

　該当免許の関係科目のみを履修すること。

　教職免許状取得のための履修については、別表第４を参照のこと。

履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

教育実習の事前事後指導Ｓ 1 3～ 講義 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除く）
共通開設

中等教育実習Ⅰ 4 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除く）
共通開設

中等教育実習Ⅱ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除く）
共通開設

中等教育実習Ⅲ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除く）
共通開設

教職実践演習（中・高） 2 4 演習 15
・教育実習を修了していないと履修できな
い。

経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除く）
共通開設

学校図書館司書教諭科目<卒業所要単位外科目>

履修 授業 1単位

年次 方法 時間数

学校経営と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学校図書館メディアの構成 2 2～ 講義 15 大学共通開設

読書と豊かな人間性 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学習指導と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

情報メディアの活用 2 2～ 講義 15 大学共通開設

履修上の注意

・履修は専門演習で単位を修得した領域から選択することを原則とする。
・履修の方法の詳細は、入学年度の履修要綱、説明会で確認すること。

・レクリエーション・インストラクターの登録者で、教育実習を履修していない場合のみ履修可。

単位数

履修上の注意単位数

開設学部・専攻

開設学部・専攻

履修上の注意

単位数

・科目の内容が異なる場合は複数履修可

科目名

履修上の注意

単位数

科目名

科目名

科目名

履修上の注意単位数

科目名
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別表第２　授業科目表（第３条関係）

教育学部　発達科学科英語教育専攻　2024年度入学者～

Ⅰ群／外国語必修科目

　Ⅰ群／外国語必修から４単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

English Study Skills 2 1 演習 30

Communication Skills 2 1 演習 30

Ⅱ群／外国語・教養選択科目

　Ⅱ群／外国語・教養選択科目から１６単位以上修得すること

　※16単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

基礎英語Ａ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

基礎英語Ｂ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

ReadingⅠＡ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅠＢ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅡＡ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ReadingⅡＢ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

WritingⅠＡ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅠＢ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

VocabularyＡ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

VocabularyＢ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ドイツ語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

歴史学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

歴史学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

外国史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

履修上の注意

科目名 単位数

科目名 単位数 開設学部・専攻

履修上の注意

・１年次必修科目
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地理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学概論(地誌を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部（心理学専攻を除く）共通開設

倫理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）
共通開設

哲学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学概論 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）
共通開設

文学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

論理学Ａ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）
共通開設

論理学Ｂ 2 1～ 講義 15
経営学部・法学部・教育学部（心理学専攻を除く）
共通開設

国語表現法Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

国語表現法Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会学Ａ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

社会学Ｂ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

法学Ａ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

法学Ｂ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

統計学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

統計学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

政治学Ａ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

政治学Ｂ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

情報社会科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報社会科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

代数学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

解析学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本国憲法 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

健康と運動の科学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

体育実技Ａ 1 1～ 実技 30 教育学部（スポーツ健康専攻を除く）共通開設

体育実技Ｂ 1 1～ 実技 30 教育学部（スポーツ健康専攻を除く）共通開設

情報処理 2 1～ 演習 15 教育学部発達科学科

マナーの基本 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

キャリアデザイン 2 1～ 講義 15
大学共通開設
※経営学部科目名称「キャリアデザインⅡ（基
礎）」

コミュニケーション能力を磨こう 2 1～ 講義 15 経営学部・教育学部共通開設

教養特講（講義） 2 1～ 講義 15

教養特講（演習） 1 1～ 演習 30
・科目の内容が異なる場合は複数履修可 大学共通開設
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Ⅲ群／専攻必修科目

　Ⅲ群／専攻必修科目から１単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

フレッシュマンセミナー 1 1 演習 30

Ⅳ群／専門選択科目

　Ⅳ群／専門選択科目から７４単位以上修得すること

　※74単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

<教科専門科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

Speaking & Listening Ａ 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

Speaking & Listening Ｂ 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

Speaking & Listening Ｃ 2 3～ 演習 15 英語教育専攻

Reading & Vocabulary Ａ 2 1～ 演習 15 英語教育専攻

Reading & Vocabulary Ｂ 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

Reading & Vocabulary Ｃ 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

Basic Writing 2 1～ 演習 15 英語教育専攻

Intermediate Writing 2 1～ 演習 15 英語教育専攻

Advanced Writing 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

Academic Writing 2 3～ 演習 15 英語教育専攻

英文法Ａ 2 1～ 演習 15 英語教育専攻

英文法Ｂ 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

英文法Ｃ 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

英語学概論 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

発音トレーニング 2 1～ 演習 15 英語教育専攻

音声学 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

英語文学概論 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

英語文学A 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

英語文学B 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

英語文学C 2 3～ 演習 15 英語教育専攻

英語文学D 2 3～ 講義 15 英語教育専攻

異文化理解 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

異文化間コミュニケーション論 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

英語圏地域研究 2 2～ 演習 15 英語教育専攻

Remedial English 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

Discussion & Debate 2 3～ 講義 15 英語教育専攻

Academic Lecture 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

Computing Essentials 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

Media Project Ａ 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

Media Project Ｂ 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

Social Networking 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

英語教育評価論 2 3～ 講義 15 英語教育専攻

英語教授法特論Ａ 2 3～ 講義 15 英語教育専攻

英語教授法特論Ｂ 2 3～ 講義 15 英語教育専攻

Volunteering & Management 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

ソフォモアセミナー 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

第二言語習得論 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

<教職専門科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育基礎論 2 1～ 講義 15

・教職課程登録状況により履修が制限される
場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

大学共通開設

教師論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教育制度論 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育心理学 2 1～ 講義 15

・教職課程登録状況により履修が制限される
場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

大学共通開設

特別支援教育 2 2～ 講義 15 大学共通開設

履修上の注意

・Writingを履修するものは「Basic」
「Intermediate」「Advanced」の順に履修す
ることを原則とする。

履修上の注意

・1年次必修科目

単位数

科目名 単位数 開設学部・専攻履修上の注意

開設学部・専攻科目名

科目名 単位数
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教育課程論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

道徳教育の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

総合的な学習の時間の理論と方法 2 3～ 講義 15 大学共通開設

特別活動の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育方法・技術論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

ＩＣＴ活用の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

生徒・進路指導の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育相談の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

英語科教育法Ⅰ 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

英語科教育法Ⅱ 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

英語科教育法Ⅲ 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

英語科教育法Ⅳ 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

比較教育論 2 2～ 講義 15 教育学部発達科学科

人権教育 2 3～ 講義 15 教育学部発達科学科

<英語教育関連科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

英語科教材論 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

小学校英語教育 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

英語コミュニケーション教育特講 2 1～ 講義 15 英語教育専攻

英語で話す日本文化 2 2～ 講義 15 英語教育専攻

課題研究 4 3～ 演習 30 英語教育専攻

<海外留学>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

講義 15

演習 30

<ビジネス英語関連科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

国際ビジネス英語Ⅰ 2 1～ 講義 15

国際ビジネス英語Ⅱ 2 1～ 講義 15

時事英語Ⅰ 2 1～ 講義 15

時事英語Ⅱ 2 1～ 講義 15

ビジネス実務 2 1～ 講義 15

貿易商務論Ⅰ 2 1～ 講義 15

貿易商務論Ⅱ 2 1～ 講義 15

<学科共通科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

福祉とボランティア 2 1～ 講義 15

教育の倫理学 2 1～ 講義 15

レクリエーション理論 2 2～ 講義 15

レクリエーション実技 1 2～ 演習 30

レクリエーション実習 1 3～ 実習 30

野外運動Ａ（キャンプ） 1 1～ 演習 30

野外運動Ｂ（雪上） 1 1～ 演習 30

救急法 2 1～ 講義 15

Teaching English to Children 2 2～ 講義 15

ｅ−ラーニング 1 1～ 演習 30

教育情報処理 2 1～ 演習 15

社会人口学 2 1～ 講義 15

家族社会学 2 1～ 講義 15

TOEICⅠ 1 1～ 演習 30

TOEICⅡ 1 2～ 演習 30

TOEFLⅠ 1 1～ 演習 30

TOEFLⅡ 1 2～ 演習 30

Picture Books 2 1～ 講義 15

<特講>
履修 授業 1単位

・在学中に英語圏または派遣留学先の大学に留学し、修得した科目について32単位を上限として単
位を認定する。
・詳細は入学年度の履修要綱で確認すること。

・教職課程登録状況により履修が制限される
場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年度
の時間割等で確認すること。

・レクリエーション・インストラクターの登録者で、教育実習を履修していない場合のみ履修可。

履修上の注意

履修上の注意

単位数 履修上の注意

1～

科目名 単位数

科目名 単位数

科目名 単位数

科目名

履修上の注意

履修上の注意科目名 単位数 開設学部・専攻

海外留学 1～32
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年次 方法 時間数

専門特講（講義） 2 1～ 講義 15

専門特講（演習） 1 1～ 演習 30

Ⅴ群／卒業研究　（必修科目）

　Ⅴ群／卒業研究から４単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

卒業研究 4 4 演習 30

自由選択科目

　自由選択科目として２５単位以上修得すること。

　自由選択科目には、Ⅱ群・Ⅳ群の卒業所要単位を超えて修得した単位及び他学部履修で修得した

　単位を充てることができる。

実習科目<卒業所要単位外科目>

　教職課程登録者のみが履修できる。

　該当免許の関係科目のみを履修すること。

　教職免許状取得のための履修については、別表第４を参照のこと。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育実習の事前事後指導Ｓ 1 3～ 講義 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

中等教育実習Ⅰ 4 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

中等教育実習Ⅱ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

中等教育実習Ⅲ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

教職実践演習（中・高） 2 4 演習 15
・教育実習を修了していないと履修できな
い。

経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

学校図書館司書教諭科目<卒業所要単位外科目>

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

学校経営と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学校図書館メディアの構成 2 2～ 講義 15 大学共通開設

読書と豊かな人間性 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学習指導と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

情報メディアの活用 2 2～ 講義 15 大学共通開設

履修上の注意 開設学部・専攻

開設学部・専攻

・科目の内容が異なる場合は複数履修可

履修上の注意

履修上の注意

・履修の方法の詳細は、入学年度の履修要綱、説明会で確認すること。

単位数

単位数

科目名 単位数

科目名

履修上の注意

科目名 単位数

科目名
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別表第２　授業科目表（第３条関係）

教育学部　発達科学科心理学専攻　2024年度入学者～

Ⅰ群／外国語必修科目

　Ⅰ群／外国語必修から４単位修得すること

〈第一外国語〉
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

英語コミュニケーションⅠＡ 1 1 演習 30

英語コミュニケーションⅠＢ 1 1 演習 30

英語コミュニケーションⅡＡ 1 2 演習 30

英語コミュニケーションⅡＢ 1 2 演習 30

Ⅱ群／外国語・教養選択科目

　Ⅱ群／外国語・教養選択科目から１６単位以上修得すること

　※16単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

基礎英語Ａ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

基礎英語Ｂ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

ReadingⅠＡ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅠＢ 1 1～ 演習 30 教育学部発達科学科

ReadingⅡＡ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ReadingⅡＢ 1 2～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

WritingⅠＡ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅠＢ 1 1～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

WritingⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

VocabularyＡ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

VocabularyＢ 1 1～ 演習 30 経営学部・教育学部共通開設

ドイツ語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

ドイツ語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

フランス語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

スペイン語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

中国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＡ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅠＢ 2 1～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅡＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＡ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

韓国語ⅢＢ 1 2～ 演習 30 大学共通開設

歴史学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科目名 単位数 履修上の注意

・1年次必修科目

・2年次必修科目

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻
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歴史学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

倫理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

哲学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

国語表現法Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

国語表現法Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

美学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

比較文化論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

文化人類学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会学Ａ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

社会学Ｂ 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

法学Ａ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

法学Ｂ(国際法を含む) 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

統計学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

統計学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

社会心理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

政治学Ａ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

政治学Ｂ(国際政治を含む) 2 1～ 講義 15 法学部・教育学部共通開設

情報社会科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

情報社会科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

環境科学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

代数学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

解析学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

数学概論Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

物理学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

化学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

生物学Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ａ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

科学史Ｂ 2 1～ 講義 15 大学共通開設

日本国憲法 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

健康と運動の科学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

体育実技Ａ 1 1～ 実技 30 教育学部（スポーツ健康専攻を除く）共通開設

体育実技Ｂ 1 1～ 実技 30 教育学部（スポーツ健康専攻を除く）共通開設

情報処理 2 1～ 演習 15 教育学部発達科学科

マナーの基本 2 1～ 講義 15 教育学部発達科学科

キャリアデザイン 2 1～ 講義 15
大学共通開設
※経営学部科目名称「キャリアデザインⅡ（基
礎）」

コミュニケーション能力を磨こう 2 1～ 講義 15 経営学部・教育学部共通開設

教養特講（講義） 2 1～ 講義 15

教養特講（演習） 1 1～ 演習 30

講義 15

演習 30

・科目の内容が異なる場合は複数履修可 大学共通開設

海外留学 1～20 2～
・単位認定科目
・詳細は入学年度の履修要綱で確認するこ
と。

法学部・教育学部（英語教育専攻を除く）共通開設
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Ⅲ群／専攻必修科目

　Ⅲ群／専攻必修科目から１単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

フレッシュマンセミナー 1 1 演習 30

Ⅳ群／専門選択科目

　Ⅳ群／専門選択科目から７４単位以上修得すること

　※74単位を超えて修得した単位は〔自由選択科目〕に算入する。

<専攻専門科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

心理学概論Ａ 2 1～ 講義 15 心理学専攻

心理学概論Ｂ 2 1～ 講義 15 心理学専攻

社会・集団・家族心理学 2 1～ 講義 15 心理学専攻

心理学研究法 2 1～ 講義 15 心理学専攻

心理統計の基礎 2 1～ 講義 15 2020年度以降開講 心理学専攻

心理学統計法Ⅰ 2 2～ 講義 15 心理学専攻

心理学統計法Ⅱ 2 3～ 講義 15 心理学専攻

心理学実験Ⅰ 4 2～ 演習 15 心理学専攻

心理学実験Ⅱ 4 2～ 演習 15 心理学専攻

学習・言語心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

知覚・認知心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

発達心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

青年心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

神経・生理心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

比較心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

感情・人格心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

司法・犯罪心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

臨床心理学概論 2 2～ 講義 15 心理学専攻

健康・医療心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

精神疾患とその治療 2 2～ 講義 15 心理学専攻

障害者・障害児心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

環境心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

産業・組織心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

教育の測定と評価 2 3～ 講義 15 心理学専攻

外書講読 2 3～ 演習 30 ・（　）の内容が異なる場合は複数履修可 心理学専攻

精神分析学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

体育心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

ゼミナール 4 3～ 演習 30 心理学専攻

心理学特講Ⅰ（講義） 2 1～ 講義 15 心理学専攻

心理学特講Ⅰ（演習） 1 1～ 演習 30 心理学専攻

心理学特講Ⅱ（講義） 4 1～ 講義 15 心理学専攻

心理学特講Ⅱ（演習） 2 1～ 演習 30 心理学専攻

キャリア心理学 2 1～ 講義 15 心理学専攻

公認心理師の職責 2 2～ 講義 15 心理学専攻

教育・学校心理学 2 1～ 講義 15 心理学専攻

心理的アセスメント 2 2～ 講義 15 心理学専攻

心理学的支援法 2 2～ 講義 15 心理学専攻

人体の構造と機能及び疾病 2 2～ 講義 15 心理学専攻

福祉心理学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

関係行政論 2 2～ 講義 15 心理学専攻

<教科専門科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

日本史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

外国史概論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

地理学概論（地誌を含む） 2 1～ 講義 15 心理学専攻

法学概論（国際法を含む） 2 1～ 講義 15 心理学専攻

政治学概論（国際政治を含む） 2 1～ 講義 15 心理学専攻

社会学概論 2 1～ 講義 15 心理学専攻

・（　）の内容が異なる場合は複数履修可

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻

科目名 単位数 履修上の注意

・1年次必修科目

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻

- 19 -
54



経済学概論（国際経済を含む） 2 1～ 講義 15 心理学専攻

行動経済学 2 2～ 講義 15 心理学専攻

倫理学概論 2 1～ 講義 15 心理学専攻

哲学概論 2 1～ 講義 15 心理学専攻

論理学概論 2 1～ 講義 15 心理学専攻

<教職専門科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育基礎論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教師論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

教育制度論 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育心理学 2 1～ 講義 15 大学共通開設

特別支援教育 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育課程論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

道徳教育の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

総合的な学習の時間の理論と方法 2 3～ 講義 15 大学共通開設

特別活動の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育方法・技術論 2 1～ 講義 15 大学共通開設

ＩＣＴ活用の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

生徒・進路指導の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

教育相談の理論と方法 2 2～ 講義 15 大学共通開設

社会科教育法Ⅰ 2 2～ 講義 15 経営学部・法学部・教育学部心理学専攻共通開設

社会科教育法Ⅱ 2 2～ 講義 15 経営学部・法学部・教育学部心理学専攻共通開設

社会科教育法Ⅲ 2 2～ 講義 15 経営学部・法学部・教育学部心理学専攻共通開設

社会科・公民科教育法 2 2～ 講義 15 経営学部・法学部・教育学部心理学専攻共通開設

公民科教育法 2 2～ 講義 15 経営学部・法学部・教育学部心理学専攻共通開設

比較教育論 2 2～ 講義 15 教育学部発達科学科

人権教育 2 3～ 講義 15 教育学部発達科学科

<学科共通科目>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

福祉とボランティア 2 1～ 講義 15

教育の倫理学 2 1～ 講義 15

レクリエーション理論 2 2～ 講義 15

レクリエーション実技 1 2～ 演習 30

レクリエーション実習 1 3～ 実習 30

野外運動Ａ（キャンプ） 1 1～ 演習 30

野外運動Ｂ（雪上） 1 1～ 演習 30

救急法 2 1～ 講義 15

Teaching English to Children 2 2～ 講義 15

ｅ−ラーニング 1 1～ 演習 30

教育情報処理 2 1～ 演習 30

社会人口学 2 1～ 講義 15

家族社会学 2 1～ 講義 15

TOEICⅠ 1 1～ 演習 30

TOEICⅡ 1 2～ 演習 30

TOEFLⅠ 1 1～ 演習 30

TOEFLⅡ 1 2～ 演習 30

Picture Books 2 1～ 講義 15

・教職課程登録状況により履修が制限され
る場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年
度の時間割等で確認すること。

・教職課程登録状況により履修が制限され
る場合がある。
・詳細は入学年度の履修要綱、履修登録年
度の時間割等で確認すること。

科目名 単位数 履修上の注意

・レクリエーション・インストラクターの登録者で、教育実習を履修していない場合のみ履修可。

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻
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<特講>
履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

専門特講（講義） 2 1～ 講義 15

専門特講（演習） 1 1～ 演習 30

Ⅴ群／卒業研究　（必修科目）

　Ⅴ群／卒業研究から４単位修得すること

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

卒業研究 4 4 演習 30

自由選択科目

　自由選択科目として２５単位以上修得すること

　自由選択科目には、Ⅱ群・Ⅳ群の卒業所要単位を超えて修得した単位及び他学部履修で修得した

　単位を充てることができる。

実習科目<卒業所要単位外科目>

　教職課程登録者のみが履修できる。

　該当免許の関係科目のみを履修すること。

　教職免許状取得のための履修については、別表第４を参照のこと。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

教育実習の事前事後指導Ｓ 1 3～ 講義 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

中等教育実習Ⅰ 4 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

中等教育実習Ⅱ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

中等教育実習Ⅲ 2 3～ 実習 30
経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

教職実践演習（中・高） 2 4 演習 15
・教育実習を修了していないと履修できな
い。

経営学部・法学部・教育学部（児童教育専攻を除
く）共通開設

公認心理師実習・演習科目<卒業所要単位外科目>

　公認心理師資格取得希望者のみが履修できる。

　公認心理師資格取得のための履修については、白鷗大学公認心理師資格課程の登録に関する規程を参照のこと。

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

心理実習 2 3～ 実習 40

心理演習Ⅰ（心理面接） 1 3～ 演習 30

心理演習Ⅱ（心理検査） 1 3～ 演習 30

学校図書館司書教諭科目<卒業所要単位外科目>

履修 授業 1単位
年次 方法 時間数

学校経営と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学校図書館メディアの構成 2 2～ 講義 15 大学共通開設

読書と豊かな人間性 2 2～ 講義 15 大学共通開設

学習指導と学校図書館 2 2～ 講義 15 大学共通開設

情報メディアの活用 2 2～ 講義 15 大学共通開設

・履修人数に限りがあるので、これまでの学修状況により選抜を行う可能性がある。

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻

・心理学特別研究ＡまたはＢで指導を受けた教員の指導を受けることを原則とする。
・履修の方法の詳細は、入学年度の履修要綱、説明会で確認すること。

科目名 単位数 履修上の注意 開設学部・専攻

科目名 単位数 履修上の注意

科目名 単位数 履修上の注意

・科目の内容が異なる場合は複数履修可

科目名 単位数 履修上の注意
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム推進部会内規 

 

（設置） 

第１条 白鷗大学情報処理教育研究センター運営委員会の下に数理・データサイエンス・AI

教育プログラム推進部会（以下、「部会」という。）を設置する。 

（目的） 

第２条 部会は、本学における数理・データサイエンス・AI教育プログラム（以下、「教育

プログラム」という。）の策定及び運営を行うことを目的とする。 

（任務） 

第３条 部会は、次の事項を審議し、その運営にあたる。 

（１） 本学における数理・データサイエンス・AI教育の推進 

（２） 教育プログラムの策定及び運営 

（３） 「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」への申請 

（４） 「数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム」への参加 

（５） その他、必要な事項 

（組織） 

第４条 部会は、情報処理教育研究センター運営委員会より選任された次の者をもって構

成する。 

（１） 部会長 １名 

（２） 部会員 若干名 

（任期） 

第５条 部会長及び部会員の任期は原則として 1年とする。ただし、再任を妨げない。 

（審議） 

第６条 部会は、部会長が招集する。 

２ 部会は、部会員の３分の２以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数による。 

（補則） 

第７条 この内規に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会が別に定める

ことができる。 

 

附 則 

この内規は、令和７年４月１日から施行する。 
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム点検・評価部会内規 

 

（設置） 

第１条 白鷗大学情報処理教育研究センター運営委員会の下に数理・データサイエンス・AI

教育プログラム点検・評価部会（以下、「部会」という。）を設置する。 

（目的） 

第２条 部会は、本学における数理・データサイエンス・AI教育プログラム（以下、「教育

プログラム」という。）の点検・評価を行うことを目的とする。 

（任務） 

第３条 部会は、次の事項を審議する。 

（１） 教育プログラムの点検・評価 

（２） 教育プログラム改善のための提言 

（３） その他、必要な事項 

（組織） 

第４条 部会は、情報処理教育研究センター運営委員会より選任された次の者をもって構

成する。 

（１） 部会長 １名 

（２） 部会員 若干名 

（任期） 

第５条 部会長及び部会員の任期は原則として 1年とする。ただし、再任を妨げない。 

（審議） 

第６条 部会は、部会長が招集する。 

２ 部会は、部会員の３分の２以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数による。 

（補則） 

第７条 この内規に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会が別に定める

ことができる。 

 

附 則 

この内規は、令和７年４月１日から施行する。 
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取組概要

大学等名 白鷗大学

教育プログラム名 数理・データサイエンス・AI教育プログラム

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和7年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

目的と身につく力 本プログラムは数理・データサイエンス・AIに対する興味を育むとと共に、経営・法・教育を
学ぶ各学生が「自身の特性を生かしながらデータサイエンティストと協働できる基礎能力
の養成」を目的とする。

対象者 経営学部、法学部、教育学部の全学生

科目の構成と
修了要件

教養「データサイエンス基礎（2単位）」の修得

修了後の発展と
関連科目

経営情報科学（経営学部）、データサイエンス（経営学部）、人工知能（経営学部）、アルゴリ
ズム論（経営学部）、情報通信システム論（経営学部）、経営・経済データ統計（経営学部）、
情報リテラシー（法学部）、情報処理（教育学部）、教育情報処理（教育学部）、心理学統計法
（教育学部）など

特色 ・文系学生が主体のため、数理的な理論よりもツールを用いた体験型の理解
・3学部混合で開講される授業のため、種々の観点と考えが交わるグループワーク
・LMS、Webツールを利用した双方向型の授業

実施体制
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